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説明の流れ

１．住民基本台帳／固定資産課税台帳との照合作業の流れ（イメージ）…p.３

２．事前準備…p.５
1. 最新の住民基本台帳データ・固定資産課税台帳データを準備する
2. 住基・固定突合アプリをインストールする
3. 住基・固定突合アプリにログインする
4. 農地台帳データをダウンロードする

３．住民基本台帳と農地台帳を突合する…p.11
1. 突合用住基台帳CSVファイルを取り込む
2. データ項目・コードの紐づけを行う
3. レイアウトチェックを行う
4. 突合処理を実行する
5. 住基台帳との突合結果を保存しアップロードする
(参考）CSVファイルを閲覧・編集するための方法
※住基台帳との突合処理の考え方

４．固定資産課税台帳と農地台帳を突合する…p.47
1. 突合用固定台帳CSVファイルを取り込む
2. データ項目・コードの紐づけを行う
3. レイアウトチェックを行う・地番重複の解消
4. 地番不一致を解消する
5. 突合ルールを設定する
6. 突合処理を実行する
7. 固定台帳との突合結果を保存しアップロードする
※固定台帳との突合処理の考え方

５．突合結果をサポートシステムに反映する…p.90
1. 突合結果をサポートシステムに反映する
（参考）バックアップデータの復元を行う

６．参考…p.93
1. （参考１）大字/小字をシステムに追加する
2. （参考２）サポートシステムの地番情報を一括更新する



令和７年度 農業委員会サポートシステム  操作研修会

3

１．住民基本台帳／固定資産課税台帳との照合作業の流れ（イメージ）

・農業委員会は、農地台帳の正確な記録を確保するため、毎年１回以上、固定資産課税台帳及び住民基本台帳との照合を行うもの
と定められています。【農地法施行規則 第102条】

・農業委員会サポートシステム（以下、「サポートシステム」）では、「住基・固定突合アプリ」（以下、「突合アプリ」）を
使って農地台帳との照合作業を行います。作業の流れは下図の通りです。

突合用住基データ住基台帳データ

変換 取り込み

保存

読み込み

突合用固定データ

変換 取り込み

①突合アプリに取り込むための突
合用住民基本台帳データ・固定資
産課税台帳データを準備する

ダウンロード

住基・固定突合アプリ

④突合作業の実施
住基・固定データと農地台帳データ
のデータ項目・コードの紐づけ、レ
イアウトチェック、エラー解消作業

↓
住基・固定データと農地台帳データ

の突合作業
↓

農地台帳の更新対象データを作成

農業委員会サポートシステム事前準備

③突合用
住基/固定
データを
取り込む

アップロード

※作業結果は随時サーバーに保
存できる。サーバーから作業結
果を読み込み、続きから突合作
業が可能

⑤突合結果を
アップロード
する

②農地台帳
データをダウ
ンロードする

⑥突合結果を農地台帳データへ
反映する

固定台帳データ

突合完了
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１．住民基本台帳／固定資産課税台帳との照合作業の流れ（イメージ）

・突合アプリの操作手順書や突合用の住基・固定台帳のCSVファイルレイアウト、FAQなどは、サポートシステムの「マニュア
ル・よくある質問」欄からダウンロードしてご確認ください。
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２．事前準備

業
務
イ
メ
ー
ジ

2. 住基固定突合アプリをインストールする

農業委員会等が本システムで行う作業 その他凡例

1. 最新の住民基本台帳データ・固定資産課税台帳データ
を準備する

3. 住基固定突合アプリにログインする

4. 農地台帳データをダウンロードする
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突合用住基台
帳CSVファイ
ル

課税部局等

突合用固定台
帳CSVファイ
ル

農業委員会等

突合用住基台帳CSVファイルおよび突合用固定台帳CSVファイルを受領

突合用住基台
帳CSVファイ
ルレイアウト

ファイル名はファイル
命名規則通りとします。

作業の標準化・データ
品質の向上の観点から、
原則としては、定型レ
イアウトに沿って変換
して作成してください。

① 農業委員会から課税部局等へ、突合アプリを使って突合するた
めの突合用住基台帳・固定台帳CSVファイルの作成を依頼する。

※ 各ファイルのレイアウト（各項目、コード）は「突合用住民基本台帳CSV
ファイル・突合用固定資産課税台帳CSVファイル仕様書」に記載されている。

※ 作業の標準化・データ品質の向上の観点から、原則、このレイアウト（定型
レイアウト）に沿って作成することが望ましい。

② 課税部局等において、住民基本台帳データ、固定資産課税デー
タから、突合用住基台帳CSVファイル、突合用固定台帳CSVファイ
ルを作成する。

③ 農業委員会は、課税部局等から突合用住基台帳CSVファイル、
突合用固定台帳CSVファイルを受領する。

※ 課税部局等から受領したデータが定型レイアウトに沿っていない場合は、農
業委員会で定型レイアウトに沿った突合用住基台帳CSVファイル、突合用固定台
帳CSVファイルを作成する。

※ 定型レイアウトに沿ったCSVファイルでない場合でも、突合に必要な各項目
を有するCSVファイルを準備でき、かつCSVファイルと定型レイアウトの項目お
よびコード項目のコード定義の対応を把握しアプリ上で入力を行うことができれ
ば、突合アプリでの突合作業が行える。（非推奨）

2‐1．最新の住民基本台帳データ・固定資産課税台帳データを準備する

・農地台帳と突合するための最新の住民基本台帳および固定資産課税台帳を、定型レイアウトに沿ったファイル形式で課税部局等から受領
してください。

農業委員会等

突合用住基台帳CSVファイルおよび突合用固定台帳CSVファイルの提供依頼

2

1

3

依頼

変換

受領

固定台帳
CSVファ

イル

住基台帳
CSVファ

イル

突合用固定台
帳CSVファイ
ルレイアウト

変換

突合用CSVファイルの
作成は、作業の標準
化・データ品質の向上
の観点から、原則、定
型レイアウトに沿って
変換し作成する。

ファイル名はファイル
命名規則通りとする。
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2-2．住基・固定突合アプリをインストールする

・突合アプリは、サポートシステムを利用可能な端末にインストールして使用します。
・突合アプリを利用するために必要な最低限の端末のスペックは下表のとおりです。

※ 「フレームワーク・ランタイム」の動作環境について
は、サポートシステムの「マニュアル・よくある質問」の
「必要資源のダウンロード方法（サポートシステム）」を
ダウンロードし、情報部局等にインストール方法を確認く
ださい。
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2-2．住基・固定突合アプリをインストールする

① ブラウザ（Microsoft edgeかGoogle chrome）を開き、ア
プリのURLを入力してアクセスし、インストーラーを起動する。
インストーラーが起動したら、「インストール」を押下しインス
トールを実行する。

【インターネット回線から接続する場合】
https://www.alis-system.jp/R-STAGE_MatchDB/R-
STAGE_MatchDB.application

【LGWAN 回線から接続する場合】
https://alis-delivery.rcloud3.asp.lgwan.jp/R-
STAGE_MatchDB/R-STAGE_MatchDB.application

② 「Windows によって PC が保護されました」のメッセージ
が表示された場合は、「詳細情報」をクリックし、続けて「実
行」をクリック。インストールが完了すると、アプリのログイン
画面が表示される。

※ 突合アプリは定期的にバージョンアップを行っているため、原則として上
記のURLから毎回起動すること。

※ バージョンアップが行われても、サーバーに保存した作業結果（データ項
目・コードの紐づけ、地番の紐づけ結果、突合作業結果など（途中保存したも
のを含む））には原則として影響はない。
（影響が出るのは突合項目の追加、コードの追加等、大幅に突合アプリの仕様
が変更となる場合。この場合はリリースノートに情報を記載している。）

1

２

２

https://www.alis-system.jp/R-STAGE_MatchDB/R-STAGE_MatchDB.application
https://www.alis-system.jp/R-STAGE_MatchDB/R-STAGE_MatchDB.application
https://alis-delivery.rcloud3.asp.lgwan.jp/R-STAGE_MatchDB/R-STAGE_MatchDB.application
https://alis-delivery.rcloud3.asp.lgwan.jp/R-STAGE_MatchDB/R-STAGE_MatchDB.application
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【インターネット回線の場合】

・eMAFFID
を使ってログインする。

2-3．住基・固定突合アプリにログインする

・アプリを起動すると、ログイン画面が表示されます。ログインに必要なアカウント情報は、サポートシステムを利用する
際のアカウント情報と同様です。

【LGWAN回線の場合】

・組織ID
・ログインID
・パスワード
を使ってログインする。

または
・eMAFFID
を使ってログインする。

ログイン画面（LGWAN）

ログイン画面（インターネット）

ログインが完了すると、住基固定突合アプリの処理選択画面が
表示される。

※ 突合アプリの利用可能時間は平日8時～21時。利用時間外はメンテナン
ス時間としており、突合アプリの利用中にメンテナンス時間となった場合、
メッセージが表示され強制的にログアウトされる。日をまたいで突合作業を
行う場合は、必ず21時までに作業を途中保存し中断すること。

※ 突合アプリのタイムアウト時間は120分。120分以上何も操作をしない
とタイムアウトとなり、強制的にログイン画面に戻る。
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① 「農地台帳データダウンロード」を押下し、サポートシステム
の農地台帳データを突合アプリにダウンロードする。

② 農地台帳データのダウンロードが完了すると、最終ダウンロー
ド状況が更新される。

③ 「新規」ボタンが活性化され、住民基本台帳・固定資産課税台
帳との突合処理が可能となる。

※ 農地台帳データの取り込みが完了していない場合、住民基本台帳・固定資産課
税台帳との突合処理は行えない。

※ 農地台帳データは、原則として各年度で突合作業を開始する際にダウンロード
すること。

※ 突合作業を途中保存し、後日続きから突合作業を開始する場合は、農地台帳
データの再ダウンロードは不要。もし、再度農地台帳データをダウンロードすると、
突合作業をはじめからやり直すこととなるので、注意。（データ項目・コードの紐
づけ（3-2、4-2）、地番不一致の解消（4-4）、突合実行状況（3-4、4-5）で途
中保存した作業内容は読み込むことで続きから作業実施可能）

※ 突合作業に期間を要する場合、その間にサポートシステムで台帳情報の更新
（住基台帳、固定台帳との突合対象の項目の更新）を行うと、突合結果の台帳反映
によりサポートシステムで更新した内容が更新前の状態に戻る懸念があるため注意。

2-4．農地台帳データをダウンロードする

・突合アプリでは、①農地台帳データの取り込み→②住民基本台帳の突合→③固定資産課税台帳の突合の順序で突合処理を行います。

・まずは突合準備のため、サポートシステムの農地台帳データを突合アプリにダウンロードします。

2

3

1
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３．住民基本台帳と農地台帳を突合する
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※ １の突合用住基台帳CSVファイルを、定型レイアウトに沿った
形で用意できれば、１～３の作業は容易に行える。

※ １の突合用住基台帳CSVファイルは、「国籍」「行政区」を含
む25項目のファイル、または含まない23項目のファイルを用意す
る必要がある。

※ ２や４の作業は作業結果をサーバーに保存でき、次回作業時は
保存結果を読み込んで続きからの作業を行える。作業を途中で中断
する場合や作業完了後は必ずサーバーへの保存を行うこと。

業
務
イ
メ
ー
ジ

２．データ項目・コードの紐づけを行う

農業委員会等が本システムで行う作業 その他凡例

1. 突合用住基台帳CSVファイルを取り込む

3. レイアウトチェックを行う

4. 突合処理を実行する

5. 突合結果をアップロードする

3．住民基本台帳と農地台帳を突合する

・住民基本台帳と農地台帳データの突合を行います。①突合用CSVファイルの取り込み→②データ項目・コードの紐づけ→
③レイアウトチェック→④突合処理実行→⑤突合結果アップロードの順序で作業を行います。



令和７年度 農業委員会サポートシステム  操作研修会

13

① 住基の「新規」を押下。「１．突合用住基CSVファイルの取
込」画面が表示される。
※ 中断していた突合作業を再開したい場合は、「途中から再開」を押下。突合用
住基台帳CSVファイルの再取り込みは不要。
※ 中断および再開ができる作業は以下のとおり。
3-2．コード割当設定を実施後
3-3．レイアウトチェック処理を実施後
3-4．住基突合処理を実施後

1 ※

3-1．突合用住基台帳CSVファイルを取り込む

・処理選択画面（トップ画面）から住基の新規ボタンを押下し、突合処理を開始します。
・用意した突合用住基CSVファイルを突合アプリに取り込みます。

② 「参照」を押下し、ファイル選択ウィンドウを表示。
③ 取り込みを行う突合用住基台帳CSVファイルを選択。
④ 取り込んだ突合用住基台帳CSVファイルの文字コードを選択。
※ 選択できる文字コードの種類は「Unicode（UTF-8 BOM あり）」「Unicode
（UTF-16 BOM あり）」「Unicode（UTF-16BE）」「Unicode（UTF-16LE）」
「ShiftJIS」の5種類。判別できない場合はデータ作成元の部署等に確認すること。

⑤ 「次へ」を押下。

２

３ ５

４
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（参考）突合用CSVの文字コードについて

・「3-1．突合用住基台帳CSVファイルを取り込む」のとおり突合用CSVファイルの文字コードは「Unicode（UTF-8 BOM あり）」
「Unicode（UTF-16 BOM あり）」「Unicode（UTF-16BE）」「Unicode（UTF-16LE）」 「ShiftJIS」の5種類になります。
・それ以外の文字コードで作成されている場合は、一部の文字コードの場合は下記手順を実施することでデータを取り込むことが可能です。

・開いたファイルから左上にある「ファイル」→「名前を付けて保存」を選択し、文字コードを「UTF-8(BOM付き)」に変更して保存する。
（※ファイル名や保存する場所を変更すれば、修正前のファイルとは別に保存することが可能。）

【文字コード:「ANSI」の場合】

・文字コード「 ShiftJIS 」を選択し、取り込みを実施する。

【文字コード:「UTF-８」 (BOMなし)の場合】

・対象の突合用CSVファイルを右クリックし、「プログラムから開く」→「メモ帳」を選択する。
（※「メモ帳」が存在しない場合は「別のプログラムを選択」からメモ帳を選択可能。）
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（参考）突合用住基CSVファイルについて

・突合用住基CSVファイルのレイアウトは次の23項目（または25項目）です。
・各項目のコード表は、マニュアル・よくある質問にある「突合用住民基本台帳・突合用固定資産課税台帳CSVファイル仕様書」を確認し
てください。

・突合用住基台帳CSVファイルの項目は上記の23項目（または25項目）。

・「国籍コード」「行政区コード」の2項目は令和6年7月に突合対象の項目に追加。

※ 国籍コード、行政区コードがない23項目のデータでも突合アプリへ取り込み、突合
作業を行える。取り込んだ際に自動で23項目か25項目かを判別してその後の処理がさ
れる。

※ 24項目のデータの場合（行政区コードは管理していないが、国籍は管理している場
合）は、突合用住基台帳CSVファイル上で行政区コードの項目を作成し（値は全て0と
する）、25項目のCSVファイルとして用意することを推奨。
（データ項目の一括割当作業（3-2）を行えるようにするため）

【突合用住基台帳CSVファイルの項目】

突合用住民基本台帳CSVファイルレイアウト表（一部）
（「突合用住民基本台帳・突合用固定資産課税台帳CSV
ファイル仕様書」に記載）
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・突合用住基CSVファイルのデータ項目と、突合するサポートシステムの農地台帳の項目（突合結果が反映され更新される
箇所）は下図のとおりです。

（参考）突合用住基CSVのデータ項目とサポートシステムへの反映箇所

1

2

3 45

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14 15 16
突合用住基CSVファイルのデータ項目

サポートシステムの【台帳管理】-【世帯員データ】画面
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① 取り込んだ突合用住基台帳CSVのファイルレイアウトが
仕様書に定めるファイルレイアウトの並びと同様の場合、
「標準項目一括割当」を押下。

② 確認画面が表示されるので「OK」を押下。

1

3-2．データ項目・コードの紐づけを行う（一括処理で行う場合）（1/4）

・データ項目・コードの紐づけ（住基）画面では、突合アプリに取り込んだ突合用住基CSVファイルの各データ項目・コード体系
と、仕様書に定める住基台帳ファイルレイアウトのデータ項目・コード体系（＝サポートシステムの農地台帳データ）が同じか確
認するための紐づけ作業を行います。まずはデータ項目の紐づけ作業を行います。

③ 突合用住基台帳CSVの各項目に標準項目が割り当てられると、画面
全体がグレーで表示される。

④ 「コードの紐づけ」を押下し、突合用住基台帳CSVファイルのコー
ドと仕様書に定められるコードの紐づけ作業を行う。

※ 項目の割当作業は初回の設定が保存されるので、２回目以降は操作不要。
※ 突合アプリのバージョンアップにより再インストールした場合も再操作は基本的に不
要だが、レイアウトが変わる場合は再操作が必要となる。

2

4

3

取り込んだ突合用住基台帳
CSVファイルのデータ項目

標準レイアウト（サポートシステ
ムの農地台帳データ）の項目



令和７年度 農業委員会サポートシステム  操作研修会

18

① 取り込んだ突合用住基台帳CSVファイル
のコード体系と、仕様書に定める住基台帳
ファイルレイアウトのコード体系が同じ場合、
「標準コード表出力」を押下し標準コード表
（住基）を出力する。

② 「参照」を押下し、①で出力した標準
コード表（住基）を選択し、「取込」を押下。

③ 取込成功画面が表示されるので「OK」
を押下

④ 「市町村／字」を除く各項目の設定状況
が「済」となっていればコードの紐づけは完
了。

⑤ 「市町村／字」は、コードが（市町村）
により異なるため、次ページの方法で紐づけ
る。

※ もし、「済」とならない項目がある場合は、用意し
た突合用固定台帳CSVファイルのコードと標準コードが
異なっているので、個別に各コードを手動で紐づける。

1
2

3-2．データ項目・コードの紐づけを行う（一括処理で行う場合）（2/4）

・次に、コードの紐づけ画面では、突合用住基台帳CSVファイルのコード体系と、仕様書に定める住基台帳ファイルレイア
ウトのコード体系が同じか確認するための紐づけ作業を行います。

4 3

５
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① 取り込んだ突合用住基台帳CSVファイルの市
町村/字コードと、サポートシステムの市町村/字
コードが同じ場合、「市町村/字コード表出力」を
押下し市町村/字コード表（住基）を出力。

② 「参照」を押下し、①で出力した市町村/字
コード表（住基）を選択し、「取込」を押下。

③ 取込成功画面が表示されるので「OK」を押下。

④ 「市町村/字」の設定状況が「済」になれば紐
づけが完了。

※ 紐付けには、住基台帳CSVファイルに存在する市町村/字に
対応する市町村／字のコードが、サポートシステムに登録されて
いることが必要。

⑤ 全てのコードの紐づけ設定状況が「済」と
なった場合、紐づけ作業が完了。

⑥ 「保存して閉じる」を押下すると、これまで
行ったコードの紐づけ作業の設定が保存され、
データ項目・コード紐づけ（住基）画面に戻る。

1 2

3-2．データ項目・コードの紐づけを行う（一括処理で行う場合）（3/4）

・各データ項目のコードのうち、「市町村/字コード」は市町村によって設定が異なるため、別途紐づけ作業を行います。

4

3

５

６



令和７年度 農業委員会サポートシステム  操作研修会

20

① データ項目・コードの紐づけが完了したら、「保存
して次へ」を押下。レイアウトチェック（データ入力規
則のチェック）画面に遷移する。

※ データ項目・コードの紐づけ設定は保存されるので２回目以降の操作
では紐づけ作業は不要となる。

ただし、2回目以降で取り込んだ住基台帳CSVの市町村/字コードに変
更や追加があった場合、再度の紐づけ作業を行う必要がある。

1

3-2．データ項目・コードの紐づけを行う（一括処理で行う場合）（4/4）

・データ項目・コードの紐づけが完了したら、「保存して次へ」を押して次のレイアウトチェックを行います。
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（参考）市町村/字コードの手動での紐づけ設定が必要な場合

・他所の市町村に住んでいる住民登録外登録者（住登外）の世帯員情報を突合する場合などで、突合用住基台帳CSVファイルの市町村/字
コードと、サポートシステムの市町村/字コードが異なる場合は、「市町村/字コード表」を使った一括でのコードの紐づけ作業が行えないた
め、該当のコードは手動で紐づけする必要があります。

【方法１】両台帳のコード番号が一致していない場合、それぞれ対応する農地台帳のコードを手動で割り当てて紐づける。

突合用住基台帳

上段：市町村/字名

下段：市町村/字コード

○○市 大字●● 小字◎◎

11111 1 1

△△市 大字▲▲ 小字◇◇

22222 1 1

◇◇町 大字☆☆ 小字なし

33333 1 0

農地台帳

○○市 大字●● 小字◎◎

11111 1 1

○○市 大字●● 小字＠＠

11111 1 2

○○市 大字町外 小字◆◆

11111 90 0

市町村外は「町外」の
コードを作りまとめて

管理している場合

両台帳のコードが一致して
いれば、市町村/字コード表
の取り込みで紐づけられる

両台帳のコードが一致して
いない場合は、それぞれ対
応する農地台帳のコードを
割り当てて紐づける

【方法２】両台帳のコード番号が一致していなかったので、農地台帳上に突合用住基台帳CSVと同じ市町村/大字/小字コードを作成し、自動
で紐づけられるようにする。

※ 方法1，2いずれも、一度手動での紐づけ設定を行い設定を保存すれば、2回目以降の突合操
作時は同様の手動での紐づけ設定操作は不要。

ただし、新しく発生したコードがある場合（別の村の住民が新たに突合対象となる場合等）
は、そのコードのみ、2回目以降の突合操作時に作業する必要がある。

① サポートシステムの【補助機能】-【共通コード管理等】タブで、突合
用住基台帳CSVファイルの市町村コード、大字コード、小字コードを新規
登録する。

② その後、突合アプリで「市町村/字コード表」の出力、取込による紐づ
けを行えば、一括して自動でコードの紐づけが可能。
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（参考）住基台帳と固定台帳とで市町村/字コードが異なる場合

・市町村によっては、住民基本台帳で利用する大字・小字のコードと固定資産課税台帳で利用する大字・小字のコードが異なる場合があります。
・このとき、突合を行うにあたっては、①住基台帳側の大字・小字コードを固定台帳側に合わせる、または②サポートシステムに、住基台帳上の大字・小字と固定
台帳上の大字・小字の両方を登録して管理し突合する、のいずれかの考え方で処理します。

【管理例１】
突合作業の前に、突合用住基台帳CSVファイルの大字・小字

コードと突合用固定台帳CSVファイルの大字・小字コードをそろ
える（固定台帳側に揃えるのが望ましい）。

突合用住基台帳

上段：市町村/字名

下段：市町村/字コード

○○市 大字●● 小字◎◎

11111 1 1

○○市 大字▲▲ 小字◇◇

11111 2 2

【管理例２】
サポートシステムに、突合用住基台帳CSVファイルの大字・小字

コードと突合用固定台帳CSVファイルの大字・小字コードを両方登録
する。

※ 住基側、固定側の大字名・小字名を同名称で登録すると、台帳画面での検索時など
に見分けがつかなくなる恐れがある。住基側を「大字●●（住）」など名称を区別する、
コード番号の桁数を変えて見分けがつきやすくなるようにする工夫が必要。

同じ「大字●●」が
・住基台帳ではコード番号「1」
・固定台帳ではコード番号「11」
となっている

同じ「大字●●」が
・住基台帳ではコード番号「1」
・固定台帳ではコード番号「11」
となっている

突合用固定台帳

○○市 大字●● 小字◎◎

11111 11 111

○○市 大字▲▲ 小字◇◇

11111 22 222

突合用固定台帳

○○市 大字●● 小字◎◎

11111 11 111

○○市 大字▲▲ 小字◇◇

11111 22 222

突合用住基台帳

○○市 大字●● 小字◎◎

11111 1→11 1→111

○○市 大字▲▲ 小字◇◇

11111 2→22 2→222

同じ大字同士でコード
番号を一致させる
同じ大字同士でコード
番号を一致させる

住基台帳に対応する
大字●●と大字▲▲

固定台帳に対応する
大字●●と大字▲▲

※ 突合アプリに取り込む前のCSVファイル上で変換してもよいし、突合アプ
リに取り込んだ後にコードの紐づけ画面で個別に紐づけてもよい。
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23列（国籍コード、行政区コード
なし（注意区分までしかない））

（参考）標準項目一括割当の補足

・標準項目一括割当は、突合用住基台帳CSVのファイルレイアウトが仕様書に定めるファイルレイアウトの並びと同様の場合に、一括して各項目のコードを紐づけ
ることができる機能です。

【１】「国籍コード」、「在留資格」は、他の項目と異なり、仕様書に定められているコードが複数ある。次のいずれかのコード体系であれ
ば、標準項目一括割当を行える。

「国籍コード」・・・①1～3桁の数字コード、②2桁英字コード、③3桁英字コードのいずれか。
「在留資格」・・・①1～3桁の数字コード、②標準仕様コード（英文字＋2桁数字）のどちらか。

25列（国籍コード、
行政区コードあり）

【２】用意した突合用住基台帳CSVファイルに、「国籍コード」と「行政区コード」がない場合（23項目のデータ）とある場合（25項目の
データ）は、ファイルを取り込んだ際に自動で項目数を判別し、標準項目一括割当を押せばいずれも一括で紐づけが行える。

※ 2桁英字と3桁英字が混在している
ケースは、標準項目一括割当できない。
1種類のコードに統一させる、個別に
コードの割当を行う、といった対応が
必要。
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① 割当を行いたい項目を選択。
② ①で選択した項目と同意義の仕様書に定めるファイルレイアウト項目にチェックを入れる。
③ 「割当」を押下すると確認画面が表示されるので、「OK」を押下。
➃ 選択した項目列と標準レイアウト項目名がグレーで表示されると紐づけは完了となる。以降、残りの項目も①～③の作業を行う。
⑤ 割当作業が全て完了したら、「コードの紐づけ」を押下。

1

2

3

（参考）データ項目・コードの紐づけを行う（個別処理で行う場合）

・突合用住基台帳CSVファイルレイアウトが仕様書に沿ったファイルレイアウトと異なる場合は、個別にデータ項目、コー
ドを紐づける必要があります。

4

５

4
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① 紐づけを行う項目を選択。
② 取込データのコードと同じ意義のコードを「紐付け設定後の
コード」から選択。
③ 各項目で全てのコードの紐づけ後、「設定を保存する」を押
下。設定保存後、コードの紐付け状況が「済」となればその項目
での全てのコードの紐づけ作業が完了となる。
➃ 全ての項目で①～③を行い紐づけが完了後、「保存して閉じ
る」を押下。各コードの紐づけ作業設定が保存され、データ項
目・コード紐づけ（住基）画面に戻る。

（参考）データ項目・コードの紐づけを行う（個別処理で行う場合）

本ページでは項目ごとのコードの紐づけ作業の操作について説明します。

2

3 4

2

4

5

① 紐づけを行う項目を選択。
② 「農地台帳コードの自動割当」を押下。
③ 確認画面が表示されるので「OK」を押下すると各コードが
割り当てられる。
➃ コードの紐付け状況が「済」となればその項目での全ての
コードの紐づけ作業が完了となる。
⑤ 全ての項目で①～➃を行い紐づけが完了後、「保存して閉じ
る」を押下。各コードの紐づけ作業設定が保存され、データ項
目・コード紐づけ（住基）画面に戻る

【方法１】項目内の各コードを1つずつ割り当てる 【方法２】項目内の各コードをまとめて割り当てる
（項目のコードが農地台帳側のコードと同じ場合）

1

3

1
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① 「データ入力規則のチェック」を押下しレイアウトチェック
を実行する。

※ 目安 ※ 突合用住基CSVファイル（100 万件）の場合・・・約22分

② 確認画面が表示されるので「OK」を押下。

③ エラー件数が０件の場合、突合用住基台帳CSVと農地台帳と
の照合実行画面に遷移できるようになる。

③‘ エラーがあった場合、警告画面が表示されるので、「OK」
を押下。エラー件数を確認する。

③‘’ 「エラーCSVファイル出力」を押下し、エラー箇所とエ
ラー内容を確認する。エラー内容の説明は次ページ以降を参照。
突合用住基CSVファイルを確認し、エラーが発生している箇所を
修正して、再度、突合用住基台帳CSVファイルの取り込み作業
（3-1）からやり直す。
（データ項目・コードの紐づけは設定が保存されているため再度
の処理は不要。）

修正後、再度①の作業を行い、エラー件数が0件となれば、突
合用住基台帳CSVと農地台帳との照合実行画面に遷移できるよう
になる。

④ 「次へ」を押下し、突合用住基台帳CSVと農地台帳との照合
実行画面に遷移する。

1
3

3-3．レイアウトチェックを行う（1/1）

・レイアウトチェック（データ入力規則のチェック）画面では、突合用住基台帳CSVファイルのデータが仕様書に定められたとおりのデー
タ（全角/半角、数字入力の桁数、日付の体系が正しいか等）を確認します。

4

2

3’

3’‘

エラーが0件になると
押下できるようになる。

エラーがない場合

エラーがある場合



令和７年度 農業委員会サポートシステム  操作研修会

27

（参考）レイアウトチェックエラー一覧

※レイアウトチェックエラーは住基・固定共通。

エラー

コード
エラー内容

チェック対象

データ

チェック

対象項目
エラー説明 修正方法

1 全角以外の文字

が含まれていま

す

住基

固定

定型レイアウトの『種類』が「X：

全角文字列形式」の項目

全角の項目（氏名やフリガナ、名称など）に半角が混

在・入力されている

【例】”農業 Hanako“→氏名に半角文字混在

”ﾉｳｷﾞｮｳ ﾀﾛｳ” →フリガナが全て半角カナ

該当箇所の入力を全角に変換する。

半角入力されている文字を削除する。

2 半角以外の文字

が含まれていま

す

住基 定型レイアウトの『種類』が「H：

半角文字列形式」の項目

半角の項目（電話番号など）に全角が混在・入力されて

いる

【例】”123-4567呼”→電話番号に全角文字

該当箇所の入力を半角に変換する。

全角入力されている文字を削除する。

3 桁数がオーバー

しています

住基

固定

全項目 字数に指定されている桁数以上の値が入力されている

【例】3桁項目なのに、”1234”が入力されている

字数の桁数を指定されている桁数以内に修正する。

4 設定が必須な項

目が入力されて

いません

住基 世帯員番号、世帯コード、氏名又は

名称、フリガナ

データの入力が必須である項目に対し、値がない（空文

字列）

・空欄箇所を入力する。

・空欄箇所の入力内容がわからない場合は、仮の入力

をする（フリガナ欄に「フメイ」と入力する、世帯

コードに「0」を入力する 等）。

・仮の入力ができない場合は、該当の世帯員や筆を突

合用CSVファイルから削除する。

固定 市町村コード、大字コード、本番、

登記簿面積、所有者世帯員番号

5 「0」は設定で

きません。指定

可能なデータ範

囲外の値です

住基 世帯員番号 “0”値が許されていない項目に対して、”0”が入力されて

いる

世帯員番号や本番などの必須項目が「0」の場合、行

自体を削除する。

該当箇所に0以外の数値を入力する。

値がない項目の場合は０入力ではなく空文字とする。

固定 市町村コード、大字コード、本番、

枝番、孫番、曾孫番、玄孫番、所有

者世帯員番号

※ 特定の項目で全行がエラーとなるような場合は、可能な限りデータ提供元に修正を相談することが望ましい。
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（参考）レイアウトチェックエラー一覧

エラー

コード
エラー内容

チェック対象

データ

チェック

対象項目
エラー説明 修正方法

6 変換後のコー

ドが存在しま

せん

住基

固定

定型レイアウトの『種類』が「9：

数字形式」かつ『コード表 / 範

囲指定』にコード表が指定されてい

る項目

コードの紐付け設定に不足がある

【例】取込コード 紐付け設定後コード

1:無 2:無

2:有 1:有

3:その他

「3:その他」に紐付け設定後コードが設定されていない

コ ー ド の 紐 づ け 設 定 画 面（3-2（参

考））で、紐づけされていないコードの

紐づけを行う。（該当項目はコードの紐

づけ画面において「済」の文字が表示さ

れておらず、紐づけが完了していませ

ん。）

取込コードとして設定されているコード以外の値がデータとして存

在している

【例】「1:無、2:有、3:その他」のコード表の項目に“9”という

データが存在している

該当のコードの内容（名称）を確認し、

コードの紐づけ設定画面で該当するコー

ドに紐づけを行う（該当がない場合、

「その他」や「設定無」に紐づける）。

7 許容可能な数

値形式ではあ

りません

固定 定型レイアウトの『種類』が「9：

数字形式」の項目（コード項目はの

ぞく）

数字以外の値が入力されている 【例】“ab1234”

マイナス値が入力されている 【例】“-123”

小数桁数が多い 【例】範囲指定が「0～9999999999.99」の項目

に“123.567”が入力されている

整数桁数が多い 【例】範囲指定が「0～9999999999.99」の項目

に“12345678901”が入力されている

数字以外の文字（「-」等の記号も含む）

を削除する

数字の桁数を修正する

8 日付の形式が

正しくありま

せん

住基

固定

定型レイアウトの『種類』が「D：

日付形式」の項目

日付の項目（耕地番号の作成年月日など）に日付として存在しない

日付が入力されている

【例】"2014/00/00" 、”2014/13/01” 

正しい日付に修正する
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（参考）レイアウトチェックエラー一覧

エラー

コード
エラー内容

チェック対象

データ

チェック

対象項目
エラー説明 修正方法

9 キーが重複し

ています

住基 世帯員番号 世帯員番号に同一の番号が入力されている ・世帯員番号が重複している世帯員のうち、不

要な行を削除する。

・別の世帯員として突合したい場合は一方の世

帯員番号を修正する。

11 使用禁止文字

が含まれてい

ます

住基 定型レイアウトの『種類』が

「H：半角文字列形式」の項目

半角の項目（電話番号など）に使用可能範囲外の半角記号が混在・入

力されている

【例】”(（123)）-4567”

※半角文字の利用不可文字につては、「表 6-3 半角文字の使用可能

範囲（表内の■部分は利用不可）」を参照

・該当の半角記号を削除する。

12 コード変換が

設定されてい

ません

固定 市町村コード、大字コード、小

字コード

「市町村／字」の紐付け設定に不足がある

【例】取込コード 紐付け設定後コード

333000-101-0 333000-101-0:農業町大字１

333000-102-0 [未設定]

→「333000-102-0」に対する紐付け設定後のコードが設定され

ていない

※該当項目がキー情報となる固定の場合のみチェックが行われ、住基

の場合は紐付け設定後コードが存在しない場合もそのまま取り込まれ

ます。

コードの紐づけ設定画面（3-2（参考））で、

紐づけされていないコードの紐づけを行う。

（該当項目はコードの紐づけ画面において

「済」の文字が表示されておらず、紐づけが完

了していません。）
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① 「突合実行」を押下し、突合処理を実行する。

※ 目安 ※ 突合用住基CSVファイル（100 万件）とサポートシステムの世帯員
データ（30万件）を突合する場合・・・約38分

② 突合結果がリスト表示される。

世帯員番号をキーとして、
リストの 上段に住基台帳の情報

下段に農地台帳の情報 が表示される。

リスト中の住基台帳（上段）の情報のうち、ピンク色で塗ら
れている箇所が、住基台帳と農地台帳の内容に差異がある箇所。

③ 「更新」は、住基台帳と農地台帳の内容に差異がある（変
更がある）場合に表示される。

④ 「新規」は、農地台帳側になく、住基台帳側にのみ存在す
る場合に表示される。

※ 突合用住基CSVファイルと農地台帳との情報に差異がない世帯員はこのリス
トに表示されない。

※ 「新規」はすでに農地台帳に登録済みの世帯内に新たな世帯員が発生した場
合のみ登録対象となる。農地台帳に存在しない非農家世帯の情報は新規登録され
ない（この画面に表示されない）。

1

2

3

3-4．突合処理を実行する（1/5）

・突合用住基CSVファイルとの照合、アップロード画面では、突合アプリに取り込んだ突合用住基CSVファイルとサポート
システムの農地台帳データとの突合処理を実行します。

4 
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① 画面に表示するリストは、世帯員番号や更新／新規の
別、更新対象の場合はデータ項目で絞り込むことができる。

② 突合に不要な項目がある場合は、列のチェックを外す
ことで、当該項目を突合の対象外にできる。

※例 FAX番号は農地台帳に登録したくないので突合の対象から外す、等

③ 更新対象、新規登録対象の世帯員のうち、住基台帳の
情報に更新したい場合は行のチェックを入れる。

更新したくない（現在の農地台帳の情報のままにした
い、新規登録したくない）場合は、行のチェックを外すこ
とで、当該世帯員を突合の対象外にできる。

※ 特定の世帯員の特定の項目のみ反映/非反映とする（特定のセルのみ
チェックを入れる/外す）という処理は行えない。

※ 反映すべきか判断が難しいデータは非反映とし、調査後、直接農地台
帳のデータを更新することを推奨。

④ 「設定を保存する」は、農地台帳に反映する/しないの
突合作業結果（チェックボックスの入力状況）をサーバー
に保存する際に押下する。突合作業を途中で中断する場合
や突合作業が完了した際に押下する。

⑤ 作業を途中から再開する場合や、次回以降の突合で今
回の農地台帳への反映/非反映設定を利用する場合は、「設
定を読み込む」を押下することで、サーバーに保存した結
果を読み込める。

1

3

3-4．突合処理を実行する（2/5）

６

５

2

4 

⑥は次ページで説明
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⑥ 「突合結果出力・取込」を押下すると、住基突合結
果出力・取込画面に遷移する。

⑦ 住基突合結果出力・取込画面で、各項目の「出力」
を押下すると、CSVファイルがダウンロードされる。

※ ファイルの内容については次ページ参照

⑧ 出力したCSVファイル上で突合結果の反映/非反映
の設定を修正し、「取込」を押下すると、修正作業結果
が突合アプリに取り込まれ、前ページの突合結果画面に
反映される。

※ 更新対象件数が多い場合や、突合アプリ画面ではなくCSVファイル
上で突合結果を確認し反映/非反映の修正作業を行いたい場合などに利
用する。

※ CSVファイルは分割して取り込むことも可能。
→出力したCSVファイルを分割して、複数人で分担して作業する
→途中まで作業した分を切り取って取り込む

といった対応が可能。
ただし、

・CSVファイルを分割する際にレコードが重複しないようにする
・分割したすべてのCSVにヘッダー行（項目名）が必要
・突合アプリに取り込む時は１つの端末から取り込むこと

７

3-4．突合処理を実行する（3/5）

・住基突合結果出力・取込画面では、突合結果をCSVファイルで出力して、内容の確認、CSVファイル上での突合結果の修
正（反映/非反映の設定）、修正した結果の取り込み作業などを行えます。

８

６
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№ リスト名 ファイル内容

1 更新一覧 突合用住基CSVファイルと農地台帳とで、続柄、住所、住民区分などの各項目の内容が異なっているデー
タの反映内容を確認できる。
（突合結果画面の【更新】と表記されているデータの一覧を出力できる。）
「【反映有無】」欄に「1」を入力すると、突合結果を反映する（農地台帳の情報を突合用住基CSVファ
イルの内容に上書きする。突合結果画面のチェックボックスに を入れた状態）、「0」を入力すると、突
合結果を反映しない（農地台帳の情報のままとする。突合結果画面の を外した状態）となる。

2 世帯員・農家/法人突合
エラー一覧

更新対象の農家/法人の代表者が、突合用住基CSVファイル上で、住民区分「非住民」「死亡」「その他」
となっている（「住民」ではない）一覧。

更新対象となったデータの世帯員番号が、サポートシステムの農家/法人経営データの代表者として登録さ
れている場合、突合用住基データの住民区分をチェックする。その結果、住民区分が「住民」以外だった
場合は、「農家/法人が住民でない」エラーとなる。

3 世帯員自動作成一覧 農地台帳に登録されている世帯に、新たな世帯員として新規登録されるべき人を確認できる。
（突合結果画面の【新規】と表記されているデータの一覧を出力できる。）
「【反映有無】」欄に「1」を入力すると、突合結果を反映する（農地台帳に新規登録される。突合結果
画面のチェックボックスに を入れた状態）、「0」を入力すると、突合結果を反映しない（農地台帳に新
規登録されない。突合結果画面の を外した状態）となる。

農地台帳に登録されている住基世帯コードの世帯員のうち、突合用住基CSVファイルにのみいる世帯員が
新規登録対象となる。
農地台帳に登録されていない住基世帯コードの世帯（非農家世帯など）は新規登録対象とはならない

3-4．突合処理を実行する（4/5）

・住基突合結果出力・取込画面の各項目の説明は下記のとおりです。

※「更新一覧」、「世帯員自動作成一覧」はCSVでの反映・非反映項目の取り込み可能
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3-4．突合処理を実行する（5/5）

・CSVファイルで出力した「更新一覧」や「世帯員自動作成一覧」の見方、突合結果の反映・非反映の仕方を説明します。「更新
一覧」のCSVファイルを例示します。

図：「更新一覧」のCSVファイル

① まずは「内容表示」で各世帯員番号での更新項目を確認し、該当箇所の
データを確認する。

② 「【反映有無】」列で、更新項目の情報を農地台帳に反映する場合は「1」、
反映したくない場合は「0」を入力する。

③ 【反映有無】の設定後、ファイルを保存し、「突合結果出力・取込」画面
でCSVファイルの取込を行う。

→ 突合結果画面の各世帯員のチェックボックスに、取り込んだCSVファイル
の内容が反映される。

上段に住基台帳の情報
下段に農地台帳の情報 が表示される

更新項目（突合用住基台帳情報と農
地台帳との更新差分）が表示される
※突合対象外の項目（列のチェックを外した
項目）は表示されない。

該当箇所の内容を
確認する

1

２

入力操作をするのはこの列のみ
「１」を入力→住基台帳データで反映する

（更新内容の情報が住基台帳の情報に更新される）
「０」を入力→住基台帳データで反映しない

（現在の農地台帳情報のままとなる）

入力操作をするのはこの列のみ
「１」を入力→住基台帳データで反映する

（更新内容の情報が住基台帳の情報に更新される）
「０」を入力→住基台帳データで反映しない

（現在の農地台帳情報のままとなる）

図：反映後の突合アプリの画面

該当箇所の内容を
確認する
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① 「設定を保存する」は、農地台帳に反映する/しな
いの突合作業結果（チェックボックスの入力状況）を
サーバーに保存する際に押下。突合作業中断時や突合作
業完了時に押下。

② 作業を途中から再開する場合や、次回以降の突合で
今回の農地台帳への反映/非反映設定を利用する場合は、
「設定を読み込む」を押下することで、サーバーに保存
した結果を読み込める。

※ 保存される設定は、どの項目、どのレコードを農地台帳情報に上書
き更新するか（チェックボックスの入力の有無状況）です。

①を実施することで、次回以降の突合作業時に②を行うだけで、前
回突合時と同様の項目を突合することができる。

※ 世帯員番号をキーとしているため、死亡時や転出・転入時等に住基
側の世帯員番号が変更となった場合は同じ世帯員だとしても設定が読み
込まれません。

③ 「反映結果アップロード」を押下し、サポートシス
テムに突合結果をアップロードする。

※ 目安 ※ 突合用住基CSV（100 万件）とサポートシステムの世帯
員データ（30万件）の突合結果をアップロードする場合・・・約45分

※ アップロードでは更新対象データは常に上書きされる。過去にアッ
プロードしたデータを復元することはできないので注意。

2

1

3-5．住基台帳との突合結果を保存しアップロードする（1/1）

・突合結果を確認し、農地台帳に突合用住基台帳CSVのデータの農地台帳への反映/非反映の設定が完了したら、サポートシステム
に反映結果をアップロードします。

3
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(参考）CSVファイルを閲覧・編集するための方法

突合アプリから出力したCSVファイルの閲覧・編集を行う際には、ご利用のパソコンにインストールされている表計算ソフトウェ
ア（例：Microsoft Excel）やテキストエディタ（例：メモ帳）を使用します。ここでは、Excelを用いた方法を説明します。
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(参考）CSVファイルを閲覧・編集するための方法

突合アプリから出力したCSVファイルの閲覧・編集を行う際には、ご利用のパソコンにインストールされている表計算ソフトウェ
ア（例：Microsoft Excel）やテキストエディタ（例：メモ帳）を使用します。ここでは、Excelを用いた方法を説明します。
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突合用住基CSVファイル

データ項目名 項目

世帯員番号 11

世帯コード 100

氏名 農林 花子

続柄１ 妻

（略） （略）

住民区分 死亡

異動区分 死亡

農業委員会サポートシステムの世帯員

データ項目名 項目

世帯員番号 11

世帯コード 100

氏名 農林 花子

続柄１ 妻

（略） （略）

住民区分 住民

異動区分 設定無

※住基台帳との突合処理の考え方

サポートシステムの世帯員データの世帯
員番号と、突合用住基CSVファイルの世帯
員番号を用いて照合を行い、世帯員番号が
一致したデータに対して、サポートシステ
ムの世帯員データの情報を突合用住基CSV
ファイルの情報に上書き更新する。

更新対象の世帯員と更新前後のデータの
内容は、住基突合結果CSVファイル「更新
一覧」において確認できる。

住基突合による更新が発生する要因とし
ては、以下のような事柄がある。

・当該世帯員が所属する世帯の変更（婚
姻・離婚など）が発生した。
・当該世帯員が死亡した。（左図の例）
・当該世帯員が転出・転入・転居した。
・当該世帯員がDV等支援対象者となった。
等

①更新処理の基本的な考え方（世帯員番号が一致するデータを突合する）

世帯員番号が一致

突合後 農業委員会サポートシステムの世帯員

データ項目名 項目

世帯員番号 11

世帯コード 100

氏名 農林 花子

続柄１ 妻

（略） （略）

住民区分 死亡

異動区分 死亡

変更箇所を上書き
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※住基台帳との突合処理の考え方

突合用住基CSVファイルにのみ存在し、サポートシステムには存在しない世帯員の場合は、世帯番号に基づき、サポートシステムに新規登
録する対象かどうか判断される。

・新規登録の対象となる場合
突合用住基CSVファイル上の世帯員の世帯コードが、サポートシステムに既に登録されている世帯（農家）の世帯番号と一致する場合は新

規登録の対象となる。（例：対象の世帯に子どもが生まれた、結婚により同一世帯となった人がいる、等）
新規登録の対象となった世帯員は、住基突合結果CSVファイル「世帯員自動作成一覧」において確認できる。

②世帯員の自動作成処理（世帯員番号が一致しない場合の処理）

① 赤枠部分：同一の世帯
番号の世帯員が他に存在す
るかを確認

② 緑枠部分：突合用住基
CSVファイルにのみ存在す
る場合、サポートシステム
に新規で登録

（住民区分に「住民」が設
定されている者に限る）

・新規登録の対象とならない場合
上記以外の世帯員番号の世帯員は突合対象外となり、突合結果画面にも表示されない（住基突合結果CSVファイルにも出力されない）。

→農家世帯以外の住民がまとめて新規登録されることはない。
（なお、土地持ち非農家や５条転用後の所有者などの非農家世帯で、サポートシステムに登録されている世帯の場合は突合対象。）
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※住基台帳との突合処理の考え方

サポートシステムにのみ存在し、突合用住基CSVファイルには存在しない世帯員番号の世帯員は、突合対象外のため、サポートシステム上
の情報は更新されない。

例１：住民登録外の世帯員や法人

対応例：住民基本台帳情報ではなく、宛名情報から突合用住基CSVファイルを作成することで、住民登録外者や法人の情報を用意できる可
能性がある。実際にこれを使って突合処理を実施している農業委員会もいる。

例２：同一人物だが、サポートシステムに登録している世帯員番号と突合用住基CSVファイル上の世帯員番号が異なる

対応例：サポートシステム上（【台帳管理】-【世帯員データ】画面）で、当該世帯員の世帯員番号を住民基本台帳で管理する番号に修正す
る。

③突合できない世帯員データ
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※住基台帳との突合処理の考え方

・サポートシステムでは、農家・法人経営データを管理するために、「農家/法人番号」が設定されている。
・「農家/法人番号」は「世帯番号」とは別の項目として管理されている。
・住基台帳との突合においては、突合用住基CSVファイルの「世帯コード」とサポートシステムの「世帯番号」を突合する。
・突合により農地台帳の「世帯番号」が更新される際、

１）「世帯番号」と「農家/法人番号」が同一の場合は、「農家/法人番号」も連動して更新される
２）「世帯番号」と「農家/法人番号」が異なる場合は、「世帯番号」のみ更新され「農家/法人番号」は更新されない
→１）、２）のケースに応じて、世帯分離や世帯合併のサポートシステムへの反映のされ方が異なる

④突合処理時の世帯番号と農家法人番号の関係について

世帯番号の管理位置
【台帳管理】-【世帯員データ】-【住所】画面

農家/法人番号の管理位置
【台帳管理】-【農家/法人経営データ】-【基本情報】画面
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※住基台帳との突合処理の考え方

⑤世帯番号と農家/法人番号が同一の場合の世帯合併
例）結婚によって別世帯同士が同一の世帯に世帯合併された。

→「農業合併有嫁、有子」が「農委正典」の世帯員として追加される。

・世帯番号に加え、農家／法人番号も更新される。

・ただし、突合用住基CSVファイルの世帯コードが「0」であった場合は、農家／法人番号の更新は行われない。

・合併先世帯の世帯員がサポートシステムに存在せず、突合用住基CSVファイルにのみ存在する場合は、その世帯員がサポートシステムの世

帯員データに新規登録される。

※ 結婚後も別経営体として

台帳管理したい場合は、【台

帳・地図補正】-【世帯補正】-

【分離】タブで世帯分離の処

理を行う。
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※住基台帳との突合処理の考え方

例）結婚によって別世帯同士が同一の世帯に世帯合併された。

→「農業合併無嫁、無子、農原紹二」の農家法人番号は変更されないため、結婚しても別経営体のまま管理される。

⑤‘ 世帯番号と農家/法人番号が異なる場合の世帯合併

・世帯番号は更新されるが、農家／法人番号は更新されない。

→合併前の各世帯員の世帯番号は同一の番号となるが、経営体データは合併前の状態でそのまま残る。

このため、世帯合併によって異動が生じた世帯員の所有地や借受地の経営面積は、合併前の経営体で集計される。

・合併先世帯の世帯員がサポートシステムに存在せず、突合用住基CSVファイルにのみ存在する場合は、その世帯員がサポートシステムの世

帯員データに新規登録される。

※ 同一経営体として台帳

管理したい場合は、【台

帳・地図補正】-【世帯補

正】-【合併】タブで世帯合

併の処理を行う。
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※住基台帳との突合処理の考え方

⑥世帯番号と農家/法人番号が同一の場合の世帯分離

・世帯番号に加え、農家／法人番号も更新される。

・ただし、突合用住基CSVファイルの世帯コードが「0」であった場合は、農家／法人番号の更新は行われない。（このとき、サポートシステ

ムの世帯番号は「0」に更新される）

・分離先世帯の世帯員がサポートシステムに存在せず、突合用住基CSVファイルにのみ存在する場合は、その世帯員がサポートシステムの世

帯員データに新規登録される。

例）離婚によって別世帯となった

→「分離有嫁さき」が別経営体として登録される。

ほか、娘が別の農家に嫁ぎ、別世帯の世帯員となった場合など。
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※住基台帳との突合処理の考え方

例）離婚により別世帯となった。

→「分離無嫁華子」は別の世帯番号となるが、農家/法人番号は更新されないため台帳上は同一経営体のままとなる。

⑥‘ 世帯番号と農家/法人番号が異なる場合の世帯分離

・世帯番号は更新されるが、農家／法人番号は更新されない。

→一つの経営体データ上に、複数の世帯の世帯員が表示される。

このため、世帯分離によって異動が生じた世帯員の所有地や借受地の経営面積は、分離前の世帯に集計される。

・分離先世帯の世帯員がサポートシステムに存在せず、突合用住基CSVファイルにのみ存在する場合は、その世帯員がサポートシステムの世

帯員データに新規登録される。

※ 別経営体として台帳管理

したい場合は、【台帳・地図

補正】-【世帯補正】-【分

離】タブで世帯分離の処理を

行う。

または、突合操作を行う

前に、台帳管理画面において、

農家法人番号を世帯番号と揃

える修正を行うことで、突合

作業時は⑥と同様の作業とな

るため、別経営体に分離され

る。

（CSVでの一括更新では修正

できない）
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※住基台帳との突合処理の考え方

・住基突合による更新対象となった世帯員が、所属世帯（農家）の経営主として登録されており、かつ、突合用住基CSVファイルにおいて、
当該世帯員の住民区分が「住民」以外（「非住民」「死亡」「その他」）であった場合、対象となった世帯員は、住基突合結果CSVファイル
「世帯員・農家／法人突合エラー一覧」において確認できる。

⑦農家／法人が住民でない場合（「世帯員・農家／法人突合エラー一覧」）の処理

※ エラーとして出力されるが、管理上
特に問題がなければエラーの修正等は不
要。

修正するのが望ましい例
・経営主が転出・死亡し、経営主が息子
に代わっている場合等。

修正が不要の例
・入作農家や法人等で、経営主として管
理されている者の住居が市町村外「非住
民」である場合等。
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４．固定資産課税台帳と農地台帳を突合する
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2.データ項目・コードの紐づけを行う

農業委員会等が本システムで行う作業 その他凡例

1. 突合用固定台帳CSVファイルを取り込む

3. レイアウトチェックを行う

6. 突合処理を実行する

7. 突合結果をアップロードする

4. 地番不一致がある場合、
地番不一致を解消する

5. 突合ルールを設定する

4．固定資産課税台帳と農地台帳を突合する

・固定資産課税台帳と農地台帳データの突合を行います。①突合用CSVファイルの取り込み→②データ項目・コードの紐づけ→③
レイアウトチェック→④地番不一致解消→⑤突合ルール設定→⑥突合処理実行→⑦突合結果アップロードの順序で作業を行います。

※ １の突合用固定台帳CSVファイルを、定型レイアウトに沿った
形で用意できれば、１～３の作業は容易に行える。

※ 住基台帳との突合と異なり、4，5の作業が必要となる。

※ ２や４、６の作業は作業結果をサーバーに保存でき、次回作業
時は保存結果を読み込んで続きからの作業を行える。作業を途中で
中断する場合や作業完了後は必ずサーバーへの保存を行うこと。



令和７年度 農業委員会サポートシステム  操作研修会

49

① 固定の「新規」を押下。「１．突合用固定CSVファイルの取
込」画面が表示される。
※ 中断していた突合作業を再開したい場合は、「途中から再開」を押下。突合用固
定台帳CSVファイルの再取り込みは不要。
※ 中断および再開ができる作業は以下のとおり。
4-2．コード割当設定を実施後
4-3．レイアウトチェック処理を実施後
4-6．住基突合処理を実施後

② 「参照」を押下し、ファイル選択ウインドウを表示。取り込み
を行う突合用固定台帳CSVファイルを選択。

1 ※

4-1．突合用固定台帳CSVファイルを取り込む（1/1）

・処理選択画面（トップ画面）から住基の新規ボタンを押下し、突合処理を開始します。
・用意した突合用固定CSVファイルを突合アプリに取り込みます。

3

4

2

③ 取り込んだ突合用固定台帳CSVファイルの文字コードを選択。
※ 選択できる文字コードの種類は「Unicode（UTF-8 BOM あり）」「Unicode
（UTF-16 BOM あり）」「Unicode（UTF-16BE）」「Unicode（UTF-16LE）」
「ShiftJIS」の5種類。判別できない場合はデータ作成元の部署等に確認すること。

④ 「次へ」を押下。
※ 住民基本台帳との突合作業と固定資産課税台帳との突合作業の時期が異なり、住
民基本台帳との突合後にサポートシステムで農地台帳情報を更新している場合は、
「農地台帳データダウンロード」を押下し、最新の世帯員・個人情報及び農地台帳情
報を突合アプリに取り込んでから、固定の「新規」を押下し突合用固定CSVファイル
を取り込むこと。

※
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（参考）突合用固定CSVファイルについて

・突合用固定CSVファイルのレイアウトは次の24項目です。
・各項目のコード表は、マニュアル・よくある質問にある「突合用住民基本台帳・突合用固定資産課税台帳CSVファイル仕様書」を確認し
てください。

・突合用固定台帳CSVファイルの項目は24項目。

・農地台帳の「現況地目」は、固定資産課税台帳の「課税地目」と突合する
仕様となっている。

※ 「課税地目コード」のレイアウトは、サポートシステムの「現況地目」のコード番号と対応
するようコード番号（101：農家住宅～192：露天駐車場）を追加（令和6年7月）。

これにより、突合用固定台帳CSVファイルレイアウト上の表記名は「課税地目」だが、固定資
産課税台帳の課税地目ではなく現況地目を使って突合を行いたい場合に、コード番号を一律
「9：その他」に変換せずに突合を行えるようになった。

※ 「山林」「原野」については、サポートシステムの現況地目では「山林原野」と一括りにさ
れているため、突合用固定台帳CSVファイルを用意する場合は注意が必要。

【突合用固定台帳CSVファイルの項目】

突合用固定資産課税台帳CSVファイルレイアウト表（一部）
（「突合用住民基本台帳・突合用固定資産課税台帳CSVファ
イル仕様書」に記載）
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・突合用固定CSVファイルのデータ項目と、突合する農業委員会サポートシステムの農地台帳の項目（突合結果が反映され更新さ
れる箇所）は下図のとおりです。

（参考）突合用固定CSVのデータ項目とサポートシステムへの反映箇所

1 2

1 2 3

5

突合用固定CSVファイルのデータ項目

3 ５ ４ 6

2

表示項目の切り替え

サポートシステムの【台帳管理】-【土地データ】画面

4

6

6

「課税地目」と「課税
面積」はそれぞれ農地
台帳の反映先を突合
ルール設定（4-5）に

より選択できる。

「課税地目」と「課税
面積」はそれぞれ農地
台帳の反映先を突合
ルール設定（4-5）に

より選択できる。

「課税地目」と「課税
面積」はそれぞれ農地
台帳の反映先を突合

ルール設定（4-5）に
より選択できる。
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（参考）突合用固定CSVのデータ項目とサポートシステムへの反映箇所

7 8

突合用固定CSVファイルのデータ項目

7

8

8
表示項目の切り替え

サポートシステムの【台帳管理】-【土地データ】画面



令和７年度 農業委員会サポートシステム  操作研修会

53

（参考）突合用固定CSVのデータ項目とサポートシステムへの反映箇所

9 10

突合用固定CSVファイルのデータ項目

9

10

サポートシステムの【台帳管理】-【土地データ】画面

９‘

「所有者」は、⑨の「登記上の所
有者」と同一であるときに、「登
記上の所有者」が突合により更新
されると連動して更新される。

（次ページで説明）
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ケース１ サポートシステムの「所有者」と「登記上の所有者」が異なる。
・「登記上の所有者」は「固定台帳の所有者」と同一のため、突合しても更新されない。
・このため、「所有者」も更新されない。
※ 突合を行っても「所有者」が「固定台帳の所有者」に書き換わらないので、このような管理を推奨。

（参考）台帳管理画面の登記上の所有者と所有者欄について

・突合用固定CSVファイルの「所有者コード」は、「登記名義人の世帯員番号」を想定しています。サポートシステムには「登記上の所有者」と「所有者」の欄があります。登記
上の所有者が亡くなっており実際の管理者が異なる場合（相続未登記）は、次の点に注意してください。
・突合用固定CSVファイルの「所有者」とサポートシステムの「登記上の所有者」が異なる場合は、突合により固定の所有者に更新されます。このとき、サポートシステムの「登
記上の所有者」と「所有者」が等しい場合は「所有者」も固定の所有者に更新されます。

地番 所有者

100-1 先祖 権左衛門

地番 所有者 登記上の所有者

100-1 現役 太郎 先祖 権左衛門

固定台帳データ

地番 所有者 登記上の所有者

100-2 先祖 権左衛門 先祖 権左衛門

地番 所有者 登記上の所有者

100-3 現役 太郎 現役 太郎

地番 所有者 登記上の所有者

100-1 現役 太郎 先祖 権左衛門

地番 所有者 登記上の所有者

100-2 先祖 権左衛門 先祖 権左衛門

地番 所有者 登記上の所有者

100-3 先祖 権左衛門 先祖 権左衛門

地番 所有者

100-2 先祖 権左衛門

地番 所有者

100-3 先祖 権左衛門

ケース２ サポートシステムの「所有者」と「登記上の所有者」が同一。「固定台帳の所有者」も同一。
・「登記上の所有者」は「固定台帳の所有者」と同一のため、突合しても更新されない。
・このため、「所有者」も更新されない。
※ 所有者を現在の実際の管理者としたい場合は、農地台帳上で更新する。

ケース３ サポートシステムの「所有者」と「登記上の所有者」が同一。「固定台帳の所有者」が異なる。
・「登記上の所有者」は「固定台帳の所有者」と異なるため、突合すると「固定台帳の所有者」に上書きされる。
・このとき、「所有者」も「登記上の所有者」と連動して「固定台帳の所有者」に上書きされる。
※ サポートシステムの「登記上の所有者」は、突合時以外は任意での修正更新を行わないことを推奨。

農地台帳データ 突合後の農地台帳データ

突
合

突
合

突
合



令和７年度 農業委員会サポートシステム  操作研修会

55

① 取り込んだ突合用固定台帳CSVファイルのファイルレイアウ
トが仕様書に定めるファイルレイアウトの並びと同様の場合、
「標準項目一括割当」を押下。

② 確認画面が表示されるので「OK」を押下。

1

4-2．データ項目・コードの紐づけを行う（一括処理で行う場合）（1/4）

・データ項目・コードの紐づけ（固定）画面では、突合アプリに取り込んだ突合用固定CSVファイルの各データ項目・コード体系と、仕様書に定める固定台帳ファイルレイアウト
のデータ項目・コード体系（＝サポートシステムの農地台帳データ）が同じか確認するための紐づけ作業を行います。まずはデータ項目の紐づけ作業を行います。
・操作方法は住基との突合（3-2）と同様です。本ページ以降は一括処理で行う場合の操作を例示します。項目ごとの紐づけ方法については3-2（参考）を参照ください。

③ 画面全体がグレーで表示され、突合用固定台帳CSVの各項目に
標準項目が割り当てられる。

④ 「コードの紐づけ」を押下し、突合用固定台帳CSVファイルの
コードと仕様書に定められるコードの紐づけ作業を行う

※ 項目の割当作業は初回の設定が保存されるので、２回目以降は操作不要。
※ 突合アプリのバージョンアップにより再インストールした場合も再操作は基本的
に不要だが、レイアウトが変わる場合は再操作が必要となる。

2

3

4

取り込んだ突合用固定台帳
CSVファイルのデータ項目

標準レイアウト（サポートシス
テムの農地台帳データ）の項目
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① 取り込んだ突合用固定台帳CSVファイルのコー
ド体系と、仕様書に定める固定台帳ファイルレイ
アウトのコード体系が同じ場合、「標準コード表
出力」を押下し標準コード表（固定）を出力する。

② 「参照」を押下し、①で出力した標準コード
表（固定）を選択し、「取込」を押下。

③ 取込成功画面が表示されるので「OK」を押下。

④ 「市町村／字」を除く各項目の設定状況が
「済」となればコードの紐づけは完了。

⑤ 「市町村／字」は、コードが農業委員会（市
町村）により異なるため、次ページの方法で紐づ
ける。

※ もし、「済」とならない項目がある場合は、用意した突合用
固定台帳CSVファイルのコードと標準コードが異なっているので、
個別に各コードを手動で紐づける。

1
2

4-2．データ項目・コードの紐づけを行う（一括処理で行う場合）（2/4）

・次に、コードの紐づけ画面では、突合用固定台帳CSVファイルのコード体系と、仕様書に定める固定台帳ファイルレイアウトの
コード体系が同じか確認するための紐づけ作業を行います。

4

3

５
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① 取り込んだ突合用固定台帳CSVファイルの市
町村/字コードと、サポートシステムの市町村/字
コードが同じ場合、「市町村/字コード表出力」を
押下し市町村/字コード表（固定）を出力。

② 「参照」を押下し、①で出力した市町村/字
コード表（固定）を選択し、「取込」を押下。

③ 取込成功画面が表示されるので「OK」を押下。

④ 「市町村/字」の設定状況が「済」になれば紐
づけが完了。

※ 紐付けには、固定台帳CSVファイルに存在する市町村/字に
対応する市町村／字のコードが、サポートシステムに登録され
ている必要。

⑤ 全てのコードの紐づけ設定状況が「済」と
なった場合、紐づけ作業が完了。

⑥ 「保存して閉じる」を押下すると、これまで
行ったコードの紐づけ作業の設定が保存され、
データ項目・コード紐づけ（固定）画面に戻る。

1 2

4-2．データ項目・コードの紐づけを行う（一括処理で行う場合）（3/4）

・各データ項目のコードのうち、「市町村／字コード」は市町村によって設定が異なるため、別途紐づけ作業を行います。

4

3

５

６



令和７年度 農業委員会サポートシステム  操作研修会

58

① データ項目・コードの紐づけが完了したら、「保
存して次へ」を押下。レイアウトチェック（データ入
力規則のチェック）画面に遷移する。

※ データ項目・コードの紐づけ設定は保存されるので2回目以降の
操作では紐づけ作業は不要となる。

※ ただし、2回目以降で取り込んだ固定台帳CSVの市町村/字コー
ドに変更や追加があった場合やサポートシステムの農地台帳側で市
町村・大字・小字を追加しその市町村・大字・小字を使用している
土地がある場合は、これらの追加分について、紐づけ作業を行う必
要がある

1

4-2．データ項目・コードの紐づけを行う（一括処理で行う場合）（4/4）

・データ項目・コードの紐づけが完了したら、「保存して次へ」を押して次のレイアウトチェックを行います。
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① 「データ入力規則のチェック」を押下しレイアウトチェック
を実行する。確認画面が表示されるので「OK」を押下。

※ 目安 ※ 突合用固定CSVファイル（40 万件）の場合・・・約16分

② エラー件数が０件の場合、突合用固定台帳CSVと農地台帳と
の照合実行画面に遷移できるようになる。

エラーがあった場合、エラー件数が0件になるように突合用
固定台帳CSVファイルの修正を行い、4-1から作業をやり直す。
（対応手順は住基突合と同様（3-3））。

③ 突合用固定台帳CSVファイルに地番が重複しているデータが
ある場合、地番重複に関するエラーメッセージが表示され、地番
重複件数に件数が表示される。

④ 地番重複を解消するため、「地番重複の確認・解消」を押下
し作業を行う。（作業方法は次ページ以降）

※ 地番重複の解消作業は任意であるが行うことを強く推奨。解消しないまま次の
作業に進むと、地番重複している固定データ上の筆は突合の対象外となり、突合で
きないため。

⑤ エラー件数、地番重複件数ともに0件となったら、「次へ」
を押下し、「地番不一致解消（地番の紐づけ）」画面に遷移する。

4-3．レイアウトチェックを行う（1/2）

・レイアウトチェック（データ入力規則のチェック）画面では、突合用固定台帳CSVファイルのデータが仕様書に定められたとおりのデータ（全角/半
角、数字入力の桁数、日付の体系が正しいか等）を確認します。
・また、固定台帳との突合の際には、「地番重複」を解消する作業を行います。

２

3

１ ４

５
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※地番重複とは

固定資産課税台帳では、評価分割がある場合に課税部局で独自に「区分」や「分割番号」などの項目を設け、一筆を複数に区分けして管理し
ている場合がある。この「区分」や「分割番号」は、突合用固定CSVファイルのレイアウトにはない項目であるため、突合用固定CSVファイル
上は評価分割された2筆が同一の地番表記となり区別できなくなる。この状態を「地番重複」と呼んでいる。

課税評価上、2件のデータに分けて管理
（区分等の項目で分けられている）

農水町100-1-A：70㎡
（地目：畑）

農水町100-1-B：30㎡
（地目：宅地）

大字 小字 ・・ 玄孫番 区分

100 1 ・・ A

100 1 ・・ B

一筆として登録※

農水町100-1：100㎡
（地目：畑）

大字 小字 ・・ 玄孫番 区分

100 1 ・・

登記上は一筆の土地だが、
一部に家が建っている。

農水町100-1：100㎡

（畑部分）

（宅地部分）

※ 突合用固定台帳CSVファイル上の地番が重複していることに起因
する問題なので、農地台帳上で2筆に分割して管理している場合でも、
同様の「地番重複」が発生する。

※ 農地台帳の「区分」も、突合対象ではない（4-1（参考））

大字 小字 ・・ 玄孫番 区分

100 1 ・・ A

100 1 ・・ B

突合用固定CSVファイル

突合対象外の項目

データ上、同じ地番
表記となる

大字 小字 ・・ 玄孫番 区分

100 1 ・・ イ

100 1 ・・ ロ

農水町100-1-イ：70㎡
（地目：畑）

農水町100-1-ロ：30㎡
（地目：宅地）

地番重複しており、
突合すると地番不
一致エラーとなる

固定台帳 農地台帳

データ上、同じ地番
表記となる

（地番重複状態）

※ 地番重複の原因が課税分割でない場合は、突合用固定CSVファイル作成者に原因を確認してください。



令和７年度 農業委員会サポートシステム  操作研修会

61

※地番重複とは

地番重複を解消する一つの方法として、突合アプリでは、「地番重複の確認・解消」機能を使用し、地番が重複する土地に対して、自動的に

連番を振付ける方法がある。連番の振付先は、「曾孫番区分」「曾孫番」「玄孫番区分」「玄孫番」のいずれかを選択でき、課税面積の降順

（課税面積が同一であった場合は、課税地目のコード値の昇順。課税面積・課税地目いずれも同一の土地に対しては、連番を振付けない。）に

採番する。

※ 「曾孫番区分」「玄孫番区分」の場合は「Ａ」、「Ｂ」、「Ｃ」…、「曾孫番」「玄孫番」の場合は「1」、「2」、「3」…。

突合用固定CSVファイル内で、地番重複していないデータも含めて、地番として使用されていない項目のみ使用可能。

※ なお、サポートシステムの農地台帳上で、課税分割地の採番

を上記の「曾孫番区分」「曾孫番」「玄孫番区分」「玄孫番」に

入力し管理している場合は、「地番重複の確認・解消」機能で同

じ項目に連番を振ることで、以降の地番の紐付けや照合処理をス

ムーズに行うことができる。

※ ただし、地番は地図管理画面の地図（紐づけ地図、農地区

画）との紐づけに利用されており、農地台帳上で課税分割筆を

「玄孫番」などで管理する場合は、地図情報の地番も併せて修正

しないと、台帳と地図の紐づけが外れてしまう。（農地区画は地

図管理画面での地番の修正等により農業委員会で修正が可能だが、

紐づけ地図は連携が外れてしまい、次回以降の紐づけ作業時に修

正をかけることとなる。）

※ 工夫をするなら…地番を変更しない場合、一旦は自動採番で

割り振りを行い、次の紐づけ不一致の解消作業（4-4）において、

課税分割における農地側を農地台帳の地番のまま、宅地等の地目

側を玄孫番等に自動採番した固定CSV側の地番に上書きする、と

して不一致解消作業を行うことで、地図との紐づけは元図形のま

ま、農地側の農地台帳との紐づけを維持することが可能（農地部

分の面積（大きさ）を地図画面で修正することが望ましいが。）

地番重複の解消例

突合用固定CSVファイルの地番
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4-3．レイアウトチェックを行う（地番重複の解消）（2/2）

・突合用固定台帳CSVファイル上で地番重複が発生している筆の「曾孫番」や「玄孫番区分」に連番を便宜的に付与して、地番重複の解消
作業を行います。

① 「重複地番一覧出力」を押下し、地番重複が発生してい
る筆をCSVで出力し、確認する。

② 地番重複を解消するために便宜的に連番を付番する地番
項目を選択する。

選択肢：曾孫番区分、曾孫番、玄孫番区分、玄孫番

※ 毎年同じ項目を選択することを推奨（4-4の紐づけ不一致解消作業の効
率化のため）

③ 選択完了後、「付番実施」を押下。

※ 「地番重複が解消された筆一覧を出力」、「地番諜報区
解消後の固定データを全件出力」を押下すると、付番した結
果をCSVで出力できる。

④ 「保存して閉じる」を押下し「データ入力規則のチェッ
ク」画面に戻り、再び「データ入力規則のチェック」を押下。
地番重複件数が0件と表示されることを確認する。

※ 付番設定を変更する場合は「付番クリア」を押下し、②③を再度行実行
する。

※ なお、重複データで存在している地番で、課税地目や課税面積の値が完
全に一致している場合、エラーデータ扱いとして地番重複の解消対象になら
ない。取り込む必要がある場合は、取込前のCSVファイルを直接編集して地
番重複を解消する又は重複行の一方を削除する必要がある。

1

2
3

※

※

４

③の操作後に押下
できるようになる
③の操作後に押下
できるようになる
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① 枝番区分～玄孫番が突合用固定CSVファイルデータと不一致である農地台帳
の一覧が表示される。

② 不一致を解消したいデータにチェックを入れる。

※ 「紐付け確定状況」欄の記載により、紐付け作業の実施状況や必要性を確認できる。（説明は4-4
（参考））

③ 「内容確認／修正」を押下。地番不一致修正画面に遷移する。（次ページ）

※ 一覧表示されている各土地の地番不一致の原因確認をCSVファイルで行う場合、「紐付け用確認リ
スト」を押下しCSVを出力する。（説明は4-4（参考））

4-4．地番不一致を解消する（1/3）

・地番不一致の解消（地番の紐付け）画面では、突合用固定台帳CSVファイルデータと農地台帳データの各筆の「枝番（枝番区
分）」以降の地番が異なる筆が「地番不一致一覧」に表示されます。これらの筆を1対1で（1対多も可能）突合できるようにする
ための作業を行います。

2

※

大字 小字 本番 枝番 ・・ 玄孫番

100 1 100 1 ・・

100 1 100 2 ・・

突合用固定CSVファイルデータ

大字 小字 本番 枝番 ・・ 玄孫番

100 1 100 ・・

地番不一致の例

農地台帳データ

「大字‐小字-本番」が「100-1-100」
のグループにおいて、枝番以降が二つ
のデータ上で異なる

1

3

例えば、「大字‐小字-本番」が「1-3-7」のグループで、
枝番が突合用固定CSVと農地台帳とで異なる
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① ＜固定台帳＞に表示される一覧から、突合するために紐づけたい
筆を選択しチェックを入れる。（単数）

② ＜農地台帳(土地)＞に表示される一覧から、①選択した筆と突合
したい筆を選択しチェックを入れる。（複数可）

③ 突合作業により土地の更新を行う際、突合用固定CSVの地番を正
として突合したい場合は「固定地番を上書きする」を、農地台帳の地
番を正として突合したい場合は「固定地番を上書きしない」を押下。

4-4．地番不一致を解消する（2/3）

・選択したグループの突合用固定CSVファイルデータ、農地台帳データの各筆が表示されるので、突合したい筆同士を選択して1対
1になるよう紐づけます。（1対多の紐づけも可能）

④ 一覧表の紐づけ状態が次のように設定される。
・突合用固定CSVの地番に上書きするとした場合、「済(固)」と

表示される。
・農地台帳の地番のままとした場合、「済」と表示される。
・紐付けグループ番号が設定される。

⑤ 上図のように複数筆ある場合は、他の筆についても①～③を行
う。

⑥ 紐付けの必要がある筆（地番は異なるが同一筆であるもの等）
全ての紐付けが完了したら「保存して閉じる」を押下。

1

2

3

４

６

５
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4-4．地番不一致を解消する（3/3）

1

2

① 地番不一致の修正を完了すると前の画面に戻り、「紐付け確定
状況」が更新される。（説明は次ページ以降）

② 一覧に表示される残りの地番不一致について、前ページの操作
を行う。

③ 「設定を保存する」は、不一致解消作業結果をサーバーに保存
する際に押下。作業中断時や作業完了時に押下。特に、作業完了時
は必ず押下すること。

④ 作業を再開する際や、他のパソコンで実施された作業結果を読
み込む場合、次回（次年度）の作業時に前年度の作業結果を使いた
い場合は、「設定を読み込む」を押下。サーバーに保存した作業結
果が読み込まれる。

※ 中断した作業を再開した場合は、「紐づけ確定状況」で絞り込
むことで、未作業の不一致グループを探しやすくなる。

※ （注意）「設定をクリアする」は、原則、押下しないこと。

⑤ 不一致解消作業が完了したら、③の「設定を保存する」を行っ
た上で「次へ」を押下。突合用固定台帳CSVと農地台帳との照合実
行画面に遷移する。

※ 地番不一致には本番までが一致する筆が全てリストアップされる。このため、な
かには不一致を解消させる必要が無い筆（突合する必要が無い筆）もある。これらに
ついては、紐付け作業は不要。

※ 次ページ以降で地番不一致の概要や発生するパターンなどを例示する。

３

４
※

注

５
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（参考）固定地番に上書きする・しない方がよい例について

◆「固定地番を上書きする」を選択すべき例（突合用固定CSVの地番を正として突合したい場合）

・分合筆されている筆で、固定台帳の地番の方が新しい場合
・農地台帳上で分割した地番表記が誤っていた等、固定台帳の地番が正しい場合

◆「固定地番を上書きしない」を選択すべき例（農地台帳の地番を正として突合したい場合）

・地番重複の解消のため、便宜的に「玄孫番」等に採番しており、画面で表示される突合用固定台帳CSVの地番が正しい地番ではない場合

◆地図とのひもづけを維持するための考え方

・農地台帳の地番は、固定台帳との突合だけでなく、地図情報とのひもづけのキーとなっている。このため、可能であれば地図とのひもづ
けについても考慮することが望ましい。

大字 小字 地番 区分 地目

東京 千代田 100-1 A 田

東京 千代田 100-1 B 非農地

大字 小字 地番 地目

東京 千代田 100-1---1 田

東京 千代田 100-1---2 非農地

100-1/A

大字 小字 地番 地目

東京 千代田 100-1---1 田

東京 千代田 100-1---2 非農地

大字 小字 地番 地目

東京 千代田 100-1---1 田

東京 千代田 100-1---2 非農地

100-1/A

突合用固定CSV 農地台帳 地図情報

固定地番に上書
きしない場合

固定地番に上書
きした場合

地番は農地台帳のまま
なので、地図とのひも
づけは維持される

農地台帳の地番が変わ
り、地図とのひもづけ
が外れる

100-1---1

地図の地番情報を
突合後の農地台帳
の地番と合わせれ
ば、再度ひもづく
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（参考）地番不一致の例

突合処理を行う際、固定台帳と農地台帳の地番がそれぞれ合致していた場合は「地番一致」となり、他のデータ項目の突合が可能となる。固
定台帳と農地台帳の地番が異なる場合（枝番以降の地番が異なる場合）は「地番不一致」として突合処理は行わない。なお、固定台帳で同一の
地番が複数あった場合は地番重複となるが、地番重複の場合には解消しない限り、地番重複していた筆は存在しないものとして処理が行われ、
地番不一致扱いとなる。地番重複の解消作業（付番処理）をした筆については、地番不一致の修正作業を必ず行うこと。

字「山の上」本番「1000」の土地を用いて、地番一致と地番不一致となる事例を下表に示す。

農業委員会サポート

システム
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（参考）「紐付け確定状況」欄の説明

「紐付け確定状況」欄には、地番不一致となっている土地の、紐付け作業の実施状況が表示される。
また、紐付け確定状況のパターンの概要と紐付け作業の指針は下表となっており、その土地での紐付け作業の必要性を把握することが可能。
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（参考）「紐付け用確認リスト」の説明

「紐付け用確認リスト」をクリックすると、地番不一致の原因確認を行うためのリストが出力される。リストは地番不一致画面の「内容確
認／修正」で確認できるそれぞれの地番情報の一覧に加え、地番不一致の状態を分析した結果を【自動判別情報】として表示している。

「自動判別情報」のデータパターンと紐付けの対応指針は下表となっており、紐付け作業の必要性のある土地かどうかを確認することがで
きる。
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（参考）突合アプリを複数人で同時に利用する

・突合アプリはサポートシステムと同様のアカウントを使ってログインでき、サポートシステムのアカウントを複数作成・登録している場
合は、突合アプリも複数人で同時に別端末で利用することが可能です。
・このため、地番不一致の解消作業（4-4）や突合作業（4-6）など、時間を要する作業を複数人で分担して同時に行えます。
・地番不一致の解消作業を例に、このときの注意点を説明します。

1～100件目を作業

101～200件目を作業

※ 突合用固定CSVファイルの取り込み（4-1）、データ項目、コードの紐づけ（4-2）、レイアウトチェック（4-3）は先に実施しておくこと

設定を保存する

それぞれが作業し
た内容がサーバー
に保存される

1～200件目が入力済と
なっており、201件目から

作業再開できる

＜作業再開時＞

A氏

B氏

設定を保存する

設定を読み込む

地番不一致の解消作業を
完了後、設定を保存する

サーバーにその年の固定突合の地番不
一致解消作業結果が保存される。

次回（翌年）固定台帳との突合を行う
際も、地番不一致解消画面で「設定を読
み込む」を押下すれば、前回（昨年）の
解消結果を読み込むことができる。

→ 次回（翌年）は前回（前年）の差分
のみ作業すればよい

作業を中断する際は、必ず
設定を保存すること。

作業を再開する際は、必ず
設定を読み込むこと。

作業完了時も必ず設
定を保存すること。

2人目以降（2台目以降のパソコン）で作業す
る際は、4-3のレイアウトチェック、地番重
複の解消が完了した突合用固定CSVファイル
を突合アプリに取り込み、作業を行うこと。
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① 「突合ルール設定」を押下し、固定突合ルール設定
画面を表示する。

② 固定突合ルール設定画面で以下の設定を行える。備
考欄の記載を参照し、突合するためのルールを設定する。

・取り込むデータはいつ時点の固定台帳ですか？
・固定台帳に存在しないデータを農地台帳から削除しますか？
・農地台帳から、納税猶予、特定処分農地を削除しますか？
・農地台帳から権利設定（貸付、経由転貸）がされている農地を削除し
ますか？
・農地台帳から転用形態が設定されている農地を削除しますか？
・固定台帳の課税地目を農地台帳の現況地目に、固定台帳の課税面積を
農地台帳の登記簿面積の内訳に反映しますか？（面積は現況面積にも同
時に反映可能です）

③ 設定が完了したら、「保存して閉じる」を押下。固
定突合処理画面に戻る。

1

4-5．突合ルールを設定する（1/7）

・突合用固定CSVファイルとの照合、アップロード画面では、突合アプリに取り込んだ突合用固定CSVファイルとサポートシステ
ムの農地台帳データとの突合処理を実行します。
・住基台帳との突合と異なり、処理を実行する前に、必要に応じて突合ルールの設定を行います。

２

３
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4-5．突合ルールを設定する（2/7）

・突合ルール「取り込むデータはいつ時点の固定台帳ですか？」で設定した日付以降の登記年月日で分合筆がされた筆の情報を、サポート
システムで先に更新し台帳に反映している場合、それらの筆は突合の対象から外れ、台帳情報が後戻りすることを防げます。

突合用固定CSV
ファイルの時点

XX年1月1日 XX年4月1日 XX年7月

分筆登記日 突合作業日
※突合アプリに農地台
帳ダウンロードした日

2024.01.01

※ 右図の「秋田-1-1」は、4月1日に分筆登記された筆としてサ
ポートシステムに登録されているため、それより古い1月1日時点の
固定台帳と照合しても、突合の対象外となる。

※ サポートシステム上で「登記異動年月日」が入力されていなけ
れば、突合の対象となる。この場合は、1月1日時点の情報に戻らな
いようにするために、突合画面でチェックボックスを外し、「秋田-
1-1」を固定台帳情報に上書きしないようにする必要がある（4-6）。

１

１ ２

２

サポートシステムの【台帳管理】-【登記/相続等】画面

突合作業の流れ（イメージ）
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4-5．突合ルールを設定する（3/7）

・突合ルール「固定台帳に存在しないデータを農地台帳から削除しますか？」では、固定台帳上で登記地目、課税地目いずれも非農地であ
る筆がサポートシステム上にある場合、その筆をサポートシステムから「削除する」か「削除しない」かを設定できます。
・「削除する」とした場合は、さらに３つの条件（サポートシステム上で「納税猶予、特定処分農地」「権利設定（貸付、経由転貸）」
「転用形態」の情報を管理しているか否か）で削除する筆、しない筆を設定できます。

※ 「削除する」と設定した場合は、突合画面で「削除」のチェックボックスを操作できる（4-6）。
→「上図の削除設定では削除対象に該当するが、削除したくない筆」がある場合は、チェックボックスのチェックを外すことで個別に削除

しないことも可能。
※ 「削除しない」と設定した場合や、削除条件に合致しない筆は削除対象から外れるため、突合画面で「削除」のチェック欄は空欄のまま
非活性化し操作できない（4-6）。
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4-5．突合ルールを設定する（4/7）

※ 突合ルール「納税猶予、特定処分農地を削除しますか？」で削除対象とするか否かを判断する項目は下図の通り。

※ 【台帳管理】-【土地データ】の

① 【転用/猶予/緑地】タブの「納税猶予区分」
が「贈与税」「相続税」「不動産取得税」「調査
中」

もしくは

② 【その他】タブの「特定処分対象農地」が
「対象」「調査中」

の場合に「削除しない」対象地となる。

１
２
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4-5．突合ルールを設定する（5/7）

※ 突合ルール「権利設定（貸付、経由転貸）がされている農地を削除しますか？」で削除対象とするか否かを判断する項目は下図の通り。 

※ 【台帳管理】-【土地データ】の
【貸借】タブの

① 貸借の「適用形態」が「設定無」以
外のいずれか

もしくは

② 経由転貸の「適用形態」が「設定
無」以外のいずれか

の場合に「削除しない」対象地となる。
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4-5．突合ルールを設定する（6/7）

※ 突合ルール「転用形態が設定されている農地を削除しますか？」で削除対象とするか否かを判断する項目は下図の通り。

※ 【台帳管理】-【土地データ】の
【転用/猶予/緑地】タブの「転用形
態」が「転用」「一時転用」「非農地
判断」「その他」の場合に「削除しな
い」対象地となる。
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4-5．突合ルールを設定する（7/7）

・突合ルール「課税地目・課税面積の反映設定」では、サポートシステム上の台帳情報が不正確である場合（長年更新されていないなどの
理由により）に、突合用固定CSVファイルの課税地目を農地台帳の現況地目に、課税面積を登記簿面積（内訳）や現況面積に上書き更新し
たいときに設定します。

※ 「反映しない」と設定した場合は、左図
の突合画面において、「課税地目」「課税面
積」はチェックボックスが空欄で固定され、
突合対象の項目から除外される。

※ 「反映する」、「現況面積にも反映す
る」と設定した場合はこの２カ所のチェック
ボックスを操作できる。チェックを外せば突
合対象の項目から除外できる。

チェックボックスが
非表示となる

チェックボックスが
空欄で固定される
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① 「突合実行」を押下し、突合処理を実行する。

※ 目安 ※ 突合用固定CSVファイル（40 万件）とサポートシステムの土
地データ（40万件）を突合する場合・・・約27分

② 突合結果がリスト表示される。

地番（市町村コード～玄孫番）をキーとして、
リストの 上段に固定台帳の情報

下段に農地台帳の情報 が表示される。

リスト中の固定台帳（上段）または農地台帳（下段）の
情報のうち、ピンク色で塗られている箇所が、固定台帳と農
地台帳の内容に差異がある箇所。

③ 「更新」は、固定台帳と農地台帳の内容に差異がある
（変更がある）場合に表示される。

④ 「新規」は、農地台帳側になく、固定台帳側にのみ存在
する場合に表示される。

⑤ 「削除」は、固定台帳側になく、農地台帳側にのみ存在
する場合に表示される。
※ 突合ルール設定で「固定台帳に存在しないデータを農地台帳から削除す
る」とした場合のみ発生する。

※ 突合用住基CSVファイルと農地台帳との情報に差異がない世帯員はこのリ
ストに表示されない。

1

3

4-6．突合処理を実行する（1/4）

・突合用固定CSVファイルとの照合、アップロード画面では、突合アプリに取り込んだ突合用固定CSVファイルとサポート
システムの農地台帳データとの突合処理を実行します。

2

４

５
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① 画面に表示するリストは、大字や更新／新規／削除の別、更
新対象の場合はデータ項目で絞り込むことができる。

② 突合に不要な項目がある場合は、列のチェックを外すことで、
当該項目を突合の対象外にできる。
※ 突合ルール設定によってはチェックを入れられない（初めから突合対象外と
なっている）状態となっている。（課税地目、課税面積など）

③ 更新対象、新規登録対象、削除対象の筆のうち、固定台帳の
情報に更新したい場合は行のチェックを入れる。

更新したくない（現在の農地台帳の情報のままにしたい、新
規登録したくない、削除したくない）場合は行のチェックを外す
ことで、当該土地を突合の対象外にできる。

※ 特定の筆の特定の項目のみ反映/非反映とする（特定のセルのみチェックを入
れる/外す）処理は行えない。

※ 反映すべきか判断が難しいデータは非反映都市、調査後、直接農地台帳のデー
タを更新することを推奨。

④ 「設定を保存する」は、農地台帳に反映する/しないの突合
作業結果（チェックボックスの入力状況）をサーバーに保存する
際に押下する。突合作業を途中で中断する場合や突合作業が完了
した際に押下する。

⑤ 作業を途中から再開する場合や、次回以降の突合で今回の農
地台帳への反映/非反映設定を利用する場合は、「設定を読み込
む」を押下することで、サーバーに保存した結果を読み込める。

1

4-6．突合処理を実行する（2/4）

２

３

４

５

６

⑥は次ページで説明
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⑥ 「突合結果出力・取込」を押下すると、固定突合結果出
力・取込画面に遷移する。

⑦ 固定突合結果出力・取込画面で、各項目の「出力」を押
下すると、CSVファイルがダウンロードされる。

※ ファイルの内容については次ページ参照

⑧ 出力したCSVファイル上で突合結果の反映/非反映の設
定を修正し、「取込」を押下すると、修正作業結果が突合ア
プリに取り込まれ、前ページの突合結果画面に反映される。

※ 更新対象件数が多い場合や、突合アプリ画面ではなくCSVファイル上で
突合結果を確認し反映/非反映の修正作業を行いたい場合などに利用する。

※ CSVファイルは分割して取り込むことも可能。
→出力したCSVファイルを分割して、複数人で分担して作業する
→途中まで作業した分を切り取って取り込む

といった対応が可能。
ただし、

・CSVファイルを分割する際にレコードが重複しないようにする
・分割したすべてのCSVにヘッダー行（項目名）が必要
・突合アプリに取り込む時は１つの端末から取り込むこと

※ 出力したCSVファイルの見方、更新の仕方は3-4を参照。

７

4-6．突合処理を実行する（3/4）

・固定突合結果出力・取込画面では、突合結果をCSVファイルで出力して、内容の確認、CSVファイル上での突合結果の修
正（反映/非反映の設定）、修正した結果の取り込み作業などを行えます。

８

６
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№ リスト名 処理内容

1 更新一覧 突合用固定CSVファイルと農地台帳とで、地目や都市計画法区分などの各項目で内容が異なっているデータの反映内容を確認できる。
（突合結果画面の【更新】と表記されているデータの一覧。）
「【反映有無】」欄に「1」を入力すると、突合結果を反映する（農地台帳の情報を突合用固定CSVファイルの内容に上書きする。突合結果画
面のチェックボックスに を入れた状態）、「0」を入力すると、突合結果を反映しない（農地台帳の情報のままとする。突合結果画面の を
外した状態）となる。

2 更新エラー一覧 サポートシステムの農地台帳データの登記年月日が、突合用固定CSVファイルの現況日付（突合ルール設定で設定した日付）より後の日付で
あるため、更新対象外になった突合用固定CSVファイルのデータを確認できる。

３ 削除一覧 突合結果画面の【削除】と表記されている農地台帳のデータの一覧。
「【反映有無】」欄に「1」を入力すると、突合結果を反映する（農地台帳の情報を削除する。突合結果画面のチェックボックスに を入れた
状態）、「0」を入力すると、突合結果を反映しない（農地台帳の情報を削除しない。突合結果画面の を外した状態）となる。
※突合ルール設定で「固定台帳に存在しないデータを『削除する』」とし、かつ「情報削除設定（納税猶予や貸借等）されているデータを『削除しない』」と設定
した場合で、その条件以外の土地が該当する。 

４ 更新なし（地番
不一致）一覧

突合結果画面の【削除】と表記されている農地台帳のデータのうち、突合ルール設定で『削除しない』設定がされているデータの一覧。
※突合ルール設定で「固定台帳に存在しないデータ を『削除する』」とし、かつ「情報削除設定（納税猶予や貸借等）されているデータを『削除しない』」と設
定した場合で、その条件に合致する土地が該当する。 

５ 新規登録一覧 サポートシステムの農地台帳側にはなく、突合用固定CSVファイルにのみ存在する土地の一覧。
（突合結果画面の【新規】と表記されているデータの一覧を出力できる。）
「【反映有無】」欄に「1」を入力すると、突合結果を反映する（農地台帳に新規登録される。突合結果画面のチェックボックスに を入れた
状態）、「0」を入力すると、突合結果を反映しない（農地台帳に新規登録されない。突合結果画面の を外した状態）となる。

６ 世帯員自動作成
一覧

突合用固定CSVファイルの所有者の世帯員番号が、サポートシステムの世帯員/構成員データに存在せず、突合アプリに取り込み済みの突合用
住基CSVファイルに存在する場合に、新規に追加すべき世帯員として作成されたデータの一覧。
※住基突合処理が実施されていることが前提。

7 農地所有者未登
録エラー一覧

突合用固定CSVファイルの所有者の世帯員番号が、サポートシステムの世帯員/構成員データに存在せず、突合アプリに取り込み済みの突合用
住基CSVファイルにも存在しないデータの一覧。
※住基突合処理が実施されていることが前提。

8 地番重複一覧 突合結果を反映するとサポートシステム上で地番重複となる筆の一覧。

4-6．突合処理を実行する（4/4）

・固定突合結果出力・取込画面の各項目の説明は下記のとおりです。

※「更新一覧」、「削除一覧」、「新規登録一覧」はCSVでの反映・非反映項目の取り込み可能
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① 「設定を保存する」は、農地台帳に反映する/しな
いの突合作業結果（チェックボックスの入力状況）を
サーバーに保存する際に押下。突合作業中断時や突合作
業完了時に押下。

② 作業を途中から再開する場合や、次回以降の突合で
今回の農地台帳への反映/非反映設定を利用する場合は、
「設定を読み込む」を押下することで、サーバーに保存
した結果を読み込める。

※ 保存される設定は、どの項目、どのレコードを農地台帳情報に上書
き更新するか（チェックボックスの入力の有無状況）です。

①を実施することで、次回以降の突合作業時に②を行うだけで、前
回突合時と同様の項目を突合することができる。

※ ただし、固定の場合は新規筆のチェック保存ができないため、新規
として計上された筆のチェックを外した場合、毎年同じ土地が新規土地
として上がってくる点に注意が必要。

③ 「反映結果アップロード」を押下し、サポートシス
テムに突合結果をアップロードする。

※ 目安 ※ 突合用固定CSV（40 万件）とサポートシステムの土地
データ（40万件）の突合結果をアップロードする場合・・・約90分

※ アップロードでは更新対象データは常に上書きされる。過去にアッ
プロードしたデータを復元することはできないので注意。

2

1

3

4-7．固定台帳との突合結果を保存しアップロードする（1/1）

・突合結果を確認し、農地台帳に突合用固定台帳CSVのデータの農地台帳への反映/非反映の設定が完了したら、サポート
システムに反映結果をアップロードします。
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※固定台帳との突合処理の考え方

①更新処理の基本的な考え方（地番が一致するデータを突合する）
サポートシステムの土地データの地番と、突合用固定CSVファイルの地番を用いて突合を行い、地番が一致したデータ（地番が不一致の場

合は、4-4にて地番不一致の解消作業をしたデータ）に対して、サポートシステムの土地データの情報を突合用固定CSVファイルの情報に上

書き更新する。

更新対象の土地と更新前後のデータの内容は、固定突合結果CSVファイル「更新一覧」において確認できる。

また、突合対象となる筆は、突合用固定CSVファイル上で次の条件を満たしている筆である。

突合用固定CSVファイル

データ項目名 項目

地番 山の上1000-1

登記簿地目 畑

登記簿面積 2,000㎡

所有者 農業 太郎

農業委員会サポートシステムの筆

データ項目名 項目

地番 山の上1000-1

登記簿地目 田

登記簿面積 2,000㎡

所有者 農業 花子

地番が一致

突合後 農業委員会サポートシステムの筆

データ項目名 項目

地番 山の上1000-1

登記簿地目 畑

登記簿面積 2,000㎡

所有者 農業 太郎

変更箇所を上書き

① 登記簿地目が「田」、「畑」のいずれか

② 課税地目が「田」、「畑」、「樹園地」、「採草放牧地」、「農業用施設」のいずれか

※ ①・②のどちらか一方でも満たせば、突合対象となる。
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※固定台帳との突合処理の考え方

② 非農地は突合対象外

突合用固定CSVファイル

データ項目名 項目

地番 山の上1000-1

登記簿地目 非農地

登記簿面積 2,000㎡

課税地目 非農地

所有者 農業 太郎

農業委員会サポートシステムの筆

データ項目名 項目

地番 山の上1000-1

登記簿地目 非農地

登記簿面積 2,000㎡

現況地目 非農地

所有者 農業 花子

突合画面では、サポートシステムから
「削除」するかどうかの判断を行う。

突合用固定CSVファイルの筆のうち、

「登記簿地目」、「課税地目」のいずれ

もが非農地である筆は、突合対象外の筆

と処理され、突合画面（4-6）に表示さ

れない。このため、サポートシステム側

の同地番の筆は、突合画面において、

「削除」するか否かの処理を行う。

非農地であっても、登記変更されておらず登記地目が農地であれば、突合対象となる。

→非農地をサポートシステムの農地台帳上から削除している場合でも、これらの筆は突

合作業により「新規登録」対象の土地として突合画面に表示され、突合作業の度に農

地台帳に「新規登録」するか否かの処理を行う。

【回避策】

① 公共転用地等を一度サポートシステム上に反映する（新規登録する）。

② 反映した土地の「転用形態」を登録する。

③ 次回以降の突合作業時は、突合用固定CSVファイルと農地台帳とで差異のない筆

となるため、突合の対象外となる。

道路

②‘ 公共転用で登記変更されておらず、登記地目が農地のままである非農地（道路など）の処理例

公共転用された元農地部分
現況地目：非農地
登記地目：畑

現況地目：畑
登記地目：畑

農地
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※固定台帳との突合処理の考え方

サポートシステムの土地データに存在せず、突合用固定CSVファイルには存在する土地があった場合、突合用固定CSVファイルの土地をサ

ポートシステムに新規登録する。新規登録の対象となった土地は、固定突合結果CSVファイル「新規登録一覧」において確認できる。

ただし、更新処理と同様に、突合用固定CSVファイルにおいて、以下の地目（紐付け設定後コード）の設定が行われているデータのみが突

合の対象となる。

③新規登録処理（分筆後の筆の登録など）

① 登記簿地目が「田」、「畑」のいずれか

② 課税地目が「田」、「畑」、「樹園地」、「採草放牧地」、「農業用施設」のいずれか

※ ①・②のどちらか一方でも満たせば、突合対象となります。

農地台帳の「白石中央1丁
目1」と分筆の一方の筆
「白石中央1丁目1-1」を
「固定地番に上書き」する
形で紐づけ。

分筆後の残りの筆である
「白石中央1丁目1-2」は、
農地台帳の筆と紐づける相
手がないため、新規登録対
象の筆となる。



令和７年度 農業委員会サポートシステム  操作研修会

86

※固定台帳との突合処理の考え方

突合用固定CSVファイルに存在せず、サポートシステムの土地データには存在する土地があった場合、「固定突合ルール設定（4-5）」画

面の「基本設定」－「固定台帳に存在しないデータを農地台帳から削除しますか？」欄で設定した内容によって、異なる処理が行われる。

④削除処理（合筆前の筆の削除など）

突合ルール設定
農業委員会サポートシステムの

土地データに対する処理
対象データの確認方法

削除しない 何も処理を行わない 固定突合結果CSVファイル「更新なし（地番不一致）一覧」にて確認する

削除する
突合結果の台帳反映時に、サポートシステムから削除する

（対象の土地の大字の内外区分が「管轄外」のものは対象外）

固定突合結果CSVファイル「削除一覧」にて確認する

（削除すべきでないデータが、削除対象に存在しないかを慎重に確認すること）

農地台帳の合筆前の筆「白
石中央3丁目7-1」と合筆後
の筆「白石中央3丁目7」を
「固定地番に上書き」する
形で紐づけ。

合筆前の残りの筆である
「白石中央3丁目7-2」は、
突合用固定CSVの筆と紐づ
ける相手がないため、削除
対象の筆となる。
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※固定台帳との突合処理の考え方

⑤世帯員の自動作成（農地台帳に登録されていない相続人が新たな所有者である場合など）

固定突合の結果、土地の所有者がサポートシステムの世帯員データに存在しない者であり、固定突合の直前に行われた住基突合時に取り込

んだ突合用住基CSVファイルに存在する者である場合は、突合用住基CSVファイルの情報を基に、当該世帯員のデータをサポートシステムに

新規登録する。対象となる土地と所有者は、固定突合結果CSVファイル「世帯員自動作成一覧」において確認できる。

地番
所有者コード（世

帯員番号）
（参考）
所有者氏名

千代田123 10001 会議 親之介

地番
所有者コード（世

帯員番号）
（参考）
所有者氏名

千代田123 50055 会議 子太郎

地番
所有者コード（世

帯員番号）
（参考）
所有者氏名

千代田123 50055 会議 子太郎

農地台帳の土地データ 突合用固定CSVのデータ

固定突合後の農地台帳の土地データ

固定情報を反映し、

所有者コードが更新

される
「会議子太郎」は農地台帳に登録されていない、
「会議親之介」とは別世帯の非農家が相続人

世帯員番号 世帯番号 氏名

10001 111 会議 親之介

世帯員番号 世帯番号 氏名

10001 111 会議 親之介

50055 555 会議 子太郎

世帯員番号 世帯番号 氏名

10001 111 会議 親之介

50055 555 会議 子太郎

農地台帳の世帯員データ

固定突合前に実施した住基突合の突合用住基CSVのデータ

「会議子太郎」が新たな世帯として、
世帯員データに新規登録される

住基突合時は、農地台帳上に登録されていない世帯
番号の世帯員なので、新規登録されていない
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※固定台帳との突合処理の考え方

⑤ ‘ 世帯員の自動作成が行われない場合（所有者未登録エラー）

固定台帳に設定されている土地の所有者コードと紐づく世帯員データが農地台帳・突合用住基CSVに登録されていない場合、照合結果をサ

ポートシステムに反映した場合、該当地の所有者名と耕作者名が空欄となり、耕作者整理番号が「０」で設定される。

（※「0」で設定される土地は自作地のみ）

地番
所有者コード（世

帯員番号）
（参考）
所有者氏名

千代田123 10001 会議 親之介

地番
所有者コード（世

帯員番号）
（参考）
所有者氏名

千代田123 50055 会議 子太郎

地番
所有者コード（世

帯員番号）
（参考）
所有者氏名

千代田123 50055 空 欄

農地台帳の土地データ 突合用固定CSVのデータ

固定突合後の農地台帳の土地データ

固定情報を反映し、

所有者コードが更新

される
「会議子太郎」は農地台帳に登録されていない、
「会議親之介」とは別世帯の非農家が相続人

世帯員番号 世帯番号 氏名

10001 111 会議 親之介

世帯員番号 世帯番号 氏名

10001 111 会議 親之介

農地台帳の世帯員データ

固定突合前に実施した住基突合の突合用住基CSVのデータ

突合用住基CSVに「会議子太郎」がいない
（住登外などの理由）

農地台帳に「会議子太郎」が登録されていない

所有者名が表示されないエラー状態となる
※耕作者名も空欄に。耕作者整理番号は「0」となる
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※固定台帳との突合処理の考え方

所有者未登録エラーを解消するためには、農地台帳上で、【台帳管理】-【農家/法人新規登録】タブより該当の世帯員番号の世帯員情報を
新規登録する。

対象地は「所有者未登録エラー一覧」から確認ができる。

サポートシステム上での所有者未登録エラー状態の筆の見え方

土地の検索結果などで、「所
有者」欄が空欄となっている

農家/法人新規登録を行う

固定突合して反映された固定台帳
上の所有者の世帯員番号を入力し、
その他氏名や住所などの項目を入
力し、世帯員を新規登録する

世帯員情報が登録されると、
土地の所有者欄等に名前が表
示され、エラーが解消される
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５．突合結果をサポートシステムに反映する
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5-1．突合結果をサポートシステムに反映する

・突合アプリで住基・固定台帳との突合結果をアップロード後、サポートシステムに反映します。【住基・固定突合連携】-【住基・固定突
合結果確認】タブにて操作を行います。
・突合結果を台帳反映すると、一度に多くの世帯員や筆の情報が更新されるため、台帳反映の前に必ずバックアップを取得してください。

① 「バックアップ実施」を押下し、突合結果を台
帳反映する前の時点の農地台帳情報をバックアップ
データとして作成する。バックアップ作成日時欄に
保存された農地台帳データがいつ時点のものか表示
される。

※ バックアップの取得は1日1回までであり、また、過去にバッ
クアップを取得していた場合は、新たにバックアップを取得する
と上書きされる。（バックアップデータは1つのみ作成される）

※ バックアップの取得は【台帳・地図補正】-【一括更新補
正】タブにも同様のボタンがあり、どちらでバックアップを取得
した場合も上記の仕様の通り、バックアップは1日1回までで、1
つのみ作成される。

② 最終データアップロード日時を確認し、「住基
突合反映実行」、「固定突合反映実行」の順に押下
し、サポートシステムの農地台帳に突合結果を反映
する。

③ 処理完了後、「出力」を押下すると台帳への反
映結果を一覧で確認できる。

※ 突合アプリの「突合結果取込・出力」画面から出力確認でき
る結果と同様

2

３

1

突合アプリで「反映結果アップロー
ド」を押下し突合結果をサポートシ
ステムにアップロードした日時。

1

2
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（参考）バックアップデータの復元を行う

・住基・固定台帳との突合結果をサポートシステムに反映した後、突合作業前のデータに戻す必要が出た場合、事前に行ったバック
アップデータを復元することで、台帳情報を突合前のデータに戻すことが可能です。

① 【補助機能】-【ユーティリティ】タブで、処理選
択「バックアップからの復元処理」を選択。

② 「復元を予約する」を押下。

③ 復元予定日が表示される。復元は予定日の夜間に
実施されるため、復元された台帳データを確認できる
のは翌日となる。

※ バックアップ取得時から突合結果反映までの間に、サポートシス
テム上で権利情報や利用状況調査結果などの台帳の更新作業を行って
いる場合、バックアップを復元することで行っていた更新作業内容も
バックアップ取得時点の情報に戻ってしまうことに注意。

→ 突合作業を行っている期間は台帳の更新作業は控えてもらう
→ 突合結果を台帳反映する直前にバックアップを取得する

等のルールを農業委員会内で設けることを推奨。

1

2

3
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①「補助機能」＞「共通コード管理等」を押下
②コード名「大字」を選択し、「追加」を押下
③一番下に挿入された黄色の行に新しい字の情報を入力
④小字についても同様に登録する

②

③

④

（参考１）大字/小字をシステムに追加する

住基/固定台帳側のみに存在する大字小字をサポートシステムに登録する方法をご紹介します。

93

①
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今回は農地台帳側で『九州（大字コード：557 小字コード：0）』という土地の地番が固定側で『会議所 １丁目（大字コー
ド：564 小字コード：1）』となっている場合の一括で変更する方法を説明します。

大字：会議所（大字コード：564）
小字：１丁目（小字コード：1）に変更する

（参考２）サポートシステムの地番情報を一括更新する

住基/固定台帳側と農地台帳側で同一土地の地番情報（大字のコード体系等）がそれぞれで異なっている場合、
農地台帳側での地番の変更方法をご紹介します。
※変更前の属性情報は引き継がれます。

94
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①台帳・地図補正＞一括更新補正の順に押下し、処理選択「地番一括更新」を選択する
②出力したい土地（地番を変更したい土地）の条件を入力
③「出力」を押下

②

③

住基/固定台帳側と農地台帳側で同一土地の地番情報（大字のコード体系等）がそれぞれで異なっている場合、
農地台帳側での地番の変更方法をご紹介します。

95

①

（参考２）サポートシステムの地番情報を一括更新する
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①「変更後_大字コード」と「変更後_小字コード」を（大字コード：564 小字コード：1）に編集する
② CSVファイルを取り込む

出力されたCSVファイル

①

（参考２）農業委員会サポートシステムの地番情報を一括更新する
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結果を確認すると、大字：九州の土地が新しい大字：会議所、小字：１丁目という土地に変更されます。

大字が「九州」であった時の

履歴情報も確認可能。

（参考２）サポートシステムの地番情報を一括更新する
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